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【概要】

本論文は、「フォルクローレ」という音楽を対象として、「フォルクローレ」がどのような歴史的過程を経て、アンデス音楽として日本で定着するにいたったかということを雑誌分析で明らかにし、その表象としての「フォルクローレ」が演奏空間ではどのように経験されているのかということをフィールドワークやインタビュー、アンケート調査を元に明らかにしていった。雑誌分析においては、「中南米音楽を扱った日本で唯一の雑誌、「中南米音楽」とその続刊「Latina」の言説分析を行うことによって、アンデス地方のフォルクローレが音楽の一ジャンルとして定着していく過程を描いた。さらに演奏空間へのフィールドワークにおいて、演奏者と聴衆のドラマトゥルギーを演奏者へのインタビューや聴衆のアンケート調査を元に分析した。
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【序論】　

フォルクローレとは

本研究で対象とするフォルクローレは端的に言うと、民俗音楽、民衆の歌と形容される音楽の1つのジャンルである。本研究では、この解釈、つまり「フォルクローレ」を巡る言説に注目し、その変容過程を分析していく。まず現在日本において、「フォルクローレ」がどのように捉えられているかということを見て行きたいと思う。

まず、音楽評論家の浜田滋郎氏はこのように述べている。
フォルクローレはあくまでラテン・アメリカ民衆の生活に密着した、感覚と感情の自然な現れにほかならないのである。

・・・中略・・・
当初の素朴な姿に、色々な方法で現代風の装いを付け加えてくることになる。

またある日本人の演奏者は次のように述べている。
　日本でよくフォルクローレといって紹介されているのはアンデス高地を持つ代表的な国、ボリビアやペルーの音楽、そしてパンパという大平原を持つアルゼンチンに伝わる音楽です。エクアドルやチリパラグアイなどが含まれたりもします。



上記の2つの例は良く見る紹介の形である。しかし大きくアンデスの民俗音楽というジャンルにまとめることに警鐘を鳴らす紹介もある。

しかし、もともと「民俗伝承」といった意味の「フォルクローレ」が示す範囲が広すぎて、少し詳細に学ぼうとすると、多くの事柄に矛盾を感じたり、つながりのきっかけを見失ったりと、勉強すればするほど、総括的には、ますます解らなくなってしまいます。
・・・中略・・・
私たちが「ボリビアのフォルクローレ」を説明するときに、手っ取り早く「アンデス音楽」という言葉で表現してしまうことが、しばしばあります。はたしてフォルクローレは、本当に「アンデス音楽」なのでしょうか？

　このように「フォルクローレ」を巡る語り方は様々なものがある。しかし現在においては、アンデス音楽、アンデスの民俗音楽として表象されている。そのような表象や解釈がいかに定着するにいたったかという過程を明らかにするのが本論文の目的である。

フォルクローレを論じていくにあたり、重要な要素を持つのは演奏する際に使用する楽器である。簡単ではあるが、以下で説明していきたいと思う。

まず、アンデスの葦笛として日本で呼ばれるケーナは、川辺に生える葦を使っている葦笛ではなく、南米の“葦”、日本で言う竹に近い素材が使われている縦笛である。　ケーナの起源は、古代からアメリカの先住民が使っていた管楽器に遡ることができる
。ケーナは後の章で説明するが、日本のフォルクローレ受容において、非常に大きな影響を与えた楽器である。ケーナに加え、管楽器の代表的なものとして、アンデスのパンの笛と呼ばれる、サンポ－ニャがある。これは長さを変えた幾本かの管を並べて一組に結び合わせる形の笛である。南米の国ごとにその形や長さは異なるが、日本のフォルクローレではよくケーナとともに使われる管楽器の一つである。打楽器としてカーハ、ボンボが知られ、弦楽器としてはチャランゴと呼ばれる小型のギターがよく使われている。チャランゴはクラシックギターをまねして作られたという起源が存在し、管楽器に比べ明確にヨーロッパ人による植民地化以後の楽器であると定義されている。

問題意識
「フォルクローレ」とは様々な解釈をすることができる言説である。一体何故「フォルクローレ」がアンデス音楽として日本に定着していったのだろうか？その音楽と日本人の趣向を、「先祖」や「異郷とのつながり」というマジックワードで捉える聴衆が多い中、私はこのような解釈に疑問を持ち、その関係性を歴史的な過程や、演奏空間とそこにおいて、どのような身体（聴衆や演奏者）がいかなる経験をしているのかということに興味を持った。 

研究対象
本論文の研究対象は、フォルクローレを演奏するアーティストと、その演奏空間、雑誌などのメディアである。本論の２章では、中南米音楽を紹介する唯一の雑誌「中南米音楽」（1983年に「Latina」に改名）を研究対象とする。３章では、20年近く日本で演奏する外国人演奏グループ「ロス・トレス・アミーゴス」と彼らが演奏するライブハウス、そしてコンサートなどを対象として設定している。

研究手法


まず第2章では、日本で唯一の中南米音楽を扱った雑誌の分析を行う。この中で、フォルクローレがいかなる形として表象されていくのかという過程を分析していく。第3章では、ライブハウスへのフィールドワークからエスノグラフィー
などを描き、相互行為論を用い、演奏空間のドラマトゥルギーを明らかにする。その際には、ライブハウスという演奏空間に注目し、ゴッフマンなどの議論を援用しながら、分析していく。

先行研究
フォルクローレに関して、浜田滋郎による研究
がある。浜田はフォルクローレの音楽学研究をしているが、本研究では参考にするものの、現在のフォルクローレの姿が描かれておらず、概観図となっている。また青木の研究
は、フォルクローレの歌詞とあるアーティストに注目して、フォルクローレが「民俗音楽」から「民族音楽」へと変容していった過程を描いているが、本研究では参考にしつつも、具体的な演奏活動を描いていないところに限界を感じる。また黒沼
は,フォルクローレのもつ力が政治的な運動に結びつくという示唆を与えているが、実証的な論文ではないので、参考程度にとどめておく。

他にも本論文は、エスノグラフィーを描く際に、E.ゴフマン
のモデルを援用しつつ、相互作用に注目するという視点を加えて描いていく。アンケートやインタビュー調査では、各教本を参考にし、雑誌の言説分析においては、文化史を描くという観点で、細川の研究
を参考にしたい。さらに民族音楽学を扱う論文や、ポピュラー音楽の理論からも検証していきたいと思う。
仮説設定
1970年代にアルゼンチン・フォルクローレからアンデス・フォルクローレの転換があったのではないかと考えている。さらにこの時期に主体的なアマチュアバンドなどからフォルクローレのイメージが構築され、アンデス音楽としてフォルクローレが定着したのではないかと考えている。そのようなアンデス音楽としてのフォルクローレは、聴衆と演奏者の相克によって、一つの表象として日本に定着して言ったのではないかと考えた。
【本論】

１．「中南米音楽」からみるフォルクローレの変容

１－１．フォルクローレ勃興期　1950～1970

　

１－１－１．本章の目的

　

本章では、現在まで日本において、中南米の音楽を唯一扱っていた雑誌「中南米音楽」に注目して、雑誌の分析を行う。ここでの章の目的は、「中南米音楽」が、フォルクローレをどのように紹介し、それによって大衆のイメージ形成にどの程度かかわっていったかということを明らかにいく。しかし、後者はオーディエンス研究を行わなければならないため、本稿では前者の分析を中心として、後者を示唆する内容を含めて分析していく。

まず、日本においてボリビア（アンデス）のフォルクローレを紹介した人物としてあげられるのが、福岡稔と東出五国である。特に、現在アンデスの家ボリビアを経営している福岡のＨＰには小伝として、以下のようなエピソードがあげられている。

70年代の日本は、フォルクローレ・ブームの最初の時期であった。商業音楽上のフォルクローレという呼び方や分類は、第２次大戦後にアルゼンチンから始まったもので、アルゼンチン北西部や草原部の音楽に代表されるものであった。60年代までの日本では、それほど広く知られていたものではなく、少数だが熱心な愛好家たちが、アタウアルパ・ユパンキ（64年初来日）やアバロス兄弟（66年に1度だけ来日。ケーナの初渡来だったらしい）、ロス・チャルチャレーロス、ロス・キジャ・ウアシ（72年初来日）等のアルゼンチン音楽のレコードを愛聴していた。当時新たにファンになった者は、中南米音楽研究のパイオニアたちの記事を、唯一の専門雑誌『中南米音楽』からむさぼるように読み、数少ないレコードを探し回った。



福岡自身、1970年代ボリビアへ渡り、ボリビアのフォルクローレを紹介したパイオニア的存在であるが、上記の記述のように、当時の「中南米音楽」が与えた影響は大きい。

その理由はメディアが『雑誌』に限られていたということだ。また当時では、「中南米音楽」を読んだ読者がレコードによって音楽を聴くという形でのメディアの利用はあったようである（レコードなどは福岡自身も積極的に輸入していた）

しかし、1970年代では、フォルクローレの楽器を販売するところもなく、民族音楽の中でもマイノリティの位置を占めていたし、現在でもその市場は日本では開かれていない。テレビで紹介されることも少なく、定期的にラジオなどの放送があるわけでもない。

本章では、主に1950年代から1980年代の「Latina」に雑誌が改名されて現在に続くまでの、50年間の雑誌記事を分析し、日本におけるフォルクローレの変化がどのようにあったのかを見ていきたいと思う。その際に日本国内のみならず、フォルクローレ自体が南米の文脈においてどのように発生してきたか、そしてどのような展開をしてきたのかということも合わせて論じていこうと思う。
１－１－２．フォルクローレの勃興　1950

　1950年代日本の文脈においてフォルクローレという言葉はごくわずかしか登場してこなかった。当時の日本の中南米音楽事情は、タンゴ一色であった。戦前、東京についていえば、僅か８件のダンス・ホール以外に働くところのなかったタンゴのミュージシャンは、キャバレーが出来、民間放送ができ、実演をする喫茶店の出現により、喫茶店のタンゴが話題に上っていた。

　一方フォルクローレは当時フォルクロリカという言葉でもあらわされており、マンボやチャチャチャの元祖としてのラテンアメリカの民族音楽という文脈で受け入れられていた。次のような文章はその当時、そしてフォルクローレの意味を認識させる言葉であろう。

殊更故郷のしのばれる戦地で、しかもあすのいのちのしれぬ境涯で、ふるさとのフォルクロリカを歌つたり、歌われたりしたら、それこそ身につまされるだろうとつくづく私も同感だつた。なぜならフォルクロリカは民族の歌であった、魂でうたうものだからである。

1950年代当時アルゼンチンの地方においてフォルクローレが盛んであった。ここでタンゴとフォルクローレの違いをあらわす重要な対談の文章がある。

フォルクロレ（フォルクローレ）とタンゴの違いと云うのは例えば食事の後で子供たちと一緒にギターを出したり唄つたりするのは、やはりタンゴよりフォルクロレが良いんですよ。と云いますのはフォルクロレの歌詩というのは山に月が出て牛追いがゆくという様な

牧歌的なものが多いのに比べてタンゴは都会の盛り場で起こつた男女のさまざまが主題になつているでせう。これは楽しい一家団欒の時に子供に唄わせたり出来ませんし、フォルクロレならば子供が唄いながら、足をバタバタさせたり踊つたり食後の運動にも良いんです。踊り場に行つて踊るタンゴとなるとブエノス・アイレスだけの都会的なものですからね。それだけに洗練もされていますし演奏する型式や楽器も大規模になつていますがフォルクロレはギターを持つて自分で唄いながら家族揃つて楽しみ云わば家庭的な意味でよいものです。・・・中略・・・

そのままの味で土臭いところが良いのです。その味を出すところに民謡としての良さがあるわけですね、最近日本でも民謡ブームと云われる程で、歌謡曲の歌手の中にも民謡調の歌手に人気があるようです。

このようにアルゼンチンにおいての音楽状況の変化が日本のフォルクローレの紹介にも多くの影響を与えた。フォルクローレはタンゴなど他の音楽と比べて、民衆の生活（牧歌的な）に結びついた音楽、それが故にのんびりとした、土臭いけど味があるものとして中南米音楽の中で紹介されていくようになった。アルゼンチンの音楽変化の状況においては次のような事情もあった。

　第2次世界大戦以前から、アメリカの文化が流入していたアルゼンチンにおいて、アメリカ大衆文化の波が押し寄せ、独自の音楽であったタンゴが衰退の危機にさらされていたのだった。外国音楽に寛大な態度をとっていたアルゼンチンのお国柄のせいもあり、単語は衰退の危機にさらされていたが、民衆の生活に密着したフォルクローレは地方からブエノスアイレスへの出稼ぎが増えるにしたがって、アメリカ文化の波に負けず浸透していった。

１－１－３．アルゼンチン・フォルクローレ

アルゼンチンの音楽は、「中南米音楽」の中でも非常に重きを占めるものであった。フォルクローレがアルゼンチンにおいてブームになっていても、タンゴの熱が冷めやらぬ日本において、フォルクローレは軽視されていた音楽であった。例えば1964年の「中南米音楽」において、タンゴの特集などがひしめく中、1～2ページのフォルクローレの特集記事が連載されているという状況であった。

「フォルクローレだより」という名前で称された特集記事では、ボリビアやペルー、アンデス地方のフォルクローレとは語られず、まずアルゼンチンというキーワードから展開されている。

例えば以下のように述べられている。

現在アルゼンチンでどのようなフォルクローレのディスコが出ているかはどなたにも興味あるところですが・・・

アルヘンティーナ自国の代表として参加したのは・・・

「アルヘンティーナ大衆音楽フェスティバル」が催された・・・

一般的にいっても、ラテンアメリカのフォルクローレのなかでも、アルヘンティーナのものは非常に音楽的に洗練されていて、他の国のものより聞きやすい面があるでしょう。

そうですね。ごく一般的なポピュラー音楽としての線が、ことに近年は強くなっていますし・・・

このように当時のフォルクローレの記事は、アルゼンチンのフォルクローレを紹介する記事がほとんどを占めている。これには、当時活躍していたアーティストがアルゼンチンにいたということや、ボリビアなどからの音楽の流出が非常に稀であったという事実がある。また、先にも述べたとおりであるが、伝わっているフォルクローレのイメージがどこか田舎くさい、年長者が聞くような保守的なイメージがあったのも確かである。

まぁ一般の人は、もちろん名前も知らないでしょうし、ラテンのファンでもあまりフォルクローレをきく人はいないでしょうが、聴いてみるとなかなか洗練されていて、普通のひとにも面白いはずです・・・

それに最近はモダン・フォークソングというようなものがブームになっていますが、このような運動ではアルヘンティーナは先駆者ですね。もう1930年代から、フォルクローレの運動がすすんで、都会のポピュラー音楽に入ってきているんですから・・・

ウアンカ・ウアはちょっと人気が落ちましたね。

やりすぎたんだな。民俗音楽とかフォルクローレとかいいますと、一般の人は、なにか田舎の泥臭い音楽ばかりを想像するんですね・・・

このような記事から分かるように、フォルクローレとは、民衆の歌といったイメージでとらえられている。これには、古臭いものと、新しいものがあり、新しいものはプロテストソングと商業上の分類によって、紹介されて人気を得ている。

後に伝説的なアーティストとなるアタウアルパ・ユパンキは、愛する祖国の歌という形で、民衆－国－音楽と結びつけた人物である。

1968年にパリに定住することになるユパンキも、愛する祖国の歌を歌い続けることで、アルゼンチンのペロン政権から活動を抑えられるという過去をもっているからこそ、愛する祖国の歌を生まれの地を離れて歌うという皮肉があったのかもしれない。

　ユパンキのスタイルは、1950年代フォルクローレをモダン化の試みを施したほかのアーティストたちにくらべて、遥かに土臭いものであった。しかしそのような土臭い音楽は、ただの土地と結びついた音楽ではなく、愛する祖国、故郷というものを想像させる音楽であった。そのため、日本のみならずフランスや、勿論南米においても長く受け入れられ続けることになったといっても過言ではないかもしれない。

　このようなユパンキを表す言葉がある。

彼のうたうのは流行のヒッピーのプロテスト・ソングではない。彼の歌は、私たちのもっている最良のプロテスト・ソングだ。

ユパンキは1960年代においても、思想的弾圧を受けており、アルゼンチン国内においては彼の名前に触れることすら禁止されていた。彼の歌はあまりにも祖国愛に満ちていたのだ。

フォルクローレは、平和と、人間の友愛の表現であると同時に、風景の表現だ。

・・・中略・・・しかし自分の国を描くことは必要だ。ひとびとが曲をきいて、曲のにおいをかぎ雰囲気にひたり、言わねばならない『この今歌っている曲はどこから来たのか知らないが、確かなことはアルヘンティーナのものだということだ』と・・・

土地に根付いた音楽、フォルクローレはいつしか、アルゼンチンにおいて国の音楽、民衆の音楽という祖国愛を歌うものに変化していった。日本においてもそれは意識的にはなかったにせよ自然の流れのように変化していったのだ。

１－１－４．民俗音楽から民族音楽へ

　

1970年代に入り、日本の中南米音楽の中でもフォルクローレが取り上げられるようになってくると、その変化にも敏感になってくる。

民謡としての純度、歴史的なものは失われつつある・・・ところがこの頃のように交通が発達し、フォルクローレが民族音楽から軽音楽の一部になって来たような時代になると、その演奏は純度よりもポピュラーであることが要求されてきて、あらゆる面で昔とくらべ、変化してしまった。・・・アルゼンチン・フォルクローレはその本場であるアルゼンチンでは、アタウアルパ・ユパンキのごとくその純度を売り物にしている人たちもいる。これは当然であり、それでなくてはならないのだが、若いグループの中にはコーラスの時の重ね方や、その他あらゆるところに外国のポピュラーの手法を取り入れたものが多い・・・・・

昔、フォルクローレは民族音楽でポピュラーとは違う、といった時代もあったし、今でもユパンキやラミレスについてはこの言葉が通用するように思うが、この頃の一部のフォルクローレのアルティスタ（アーティスト）の中には、意識的にポピュラー化したプレーをしているものもある。勿論、それが悪いというのではなく、アルゼンチンの民俗音楽を世界に紹介するのに役立っていることも認めねばならない。

私はユパンキに魅かれるようになってから自分でなぜこんなに魅かれるのかわからない。そこで、いろいろ理由を考えてみたんですが、やっぱりアルゼンチンの土の香りだと思いますね。よく世界各国の民俗芸能団なんてのがやってきて多勢でいろいろやって、その国をわからせるわけですね。ところがユパンキはただひとりの音だけでしょう？音だけのイメージで、アルゼンチンというものを、何も知らないぼくにまで解らせるというのは脅威ですよ。

このような変化は、民族音楽からポピュラー音楽への変化であるといえるだろう。商業上の変化の需要が、新しい形を欲していた。つまり、アルゼンチン・フォルクローレというフォルクローレのイメージの固定からの脱却である。同じくアルゼンチンの出ながらも、北部の山岳地方出身のケロ・パラシオス
がその一例ともいえるだろう。1974年ケーナ、チャランゴを楽団に取り入れたアーティストとして来日した。

ケーナとチャランゴは、ロス・インカスがサイモン＆ガーファンクルのバックバンドとして、「El condol pasa（コンドルは飛んでゆく）」を演奏して以来、ヒットを呼んだという記述はあるが、その存在は一部のマニアのみが知るものであったし、実際ケニストなどは、まさに民俗音楽の土壌にいたため、アルゼンチンのポピュラー音楽にかかわることは少なかった。

そのケーナとチャランゴは、日本に紹介されて以来ヒットになった。1972年から「中南米音楽」では「ケーナ教室」という特集を組みはじめ、読者の要望にこたえる形で、ケーナの吹き方などを載せていた。1972年以前は、ユパンキの影響が強かったが、後に巨匠と呼ばれる、アントニオ・パントーハ
や、ケニスト
として著名なウニャ・ラモス
、そしてコンドルカンキ
、ロス・ライカス
などが次々と来日する中、ケーナとフォルクローレを結ぶイメージは強くなった。

　さてアタウアルパ・ユパンキ、メルセデス・ソーサをはじめとするアルゼンチン・フォルクローレの流れに加えて、ケーナ・チャランゴなどの楽団としてのフォルクローレも現われ始める。1950年代からフォルクローレ自体の受け入れられ方を、全体の流れを踏まえ、日本の受け入れられ方を追ってみてきた。土着の音楽フォルクローレが、アルゼンチンという特殊な土壌で祖国愛の音楽と変化し、それが日本などに伝わるポピュラー音楽として変化しはじめる時期であったのだ。

ここでウーゴ・デブルーナというあるアルヘンティーナの舞踏家で振付師がフォルクローレを語った言葉で、この節を終えようと思う。

フォルクローレの商業化というのは、今日は大変進んでいます。しかし、それは悪いことばかりではないのです。大きく3つに分ければ

Ａ．真のフォルクローレ

Ｂ．その洗練

Ｃ．その真価を曲げること

このうちＢはよいことであり、商業化されても構わないのですが、Ｃはいけません。フォルクローレを洗練する、美化する場合、クラシックのテクニックや手法を消化してから行うべきであり、その場合も伝統の精神を破壊することは許されません。

フォルクローレがこれからどのように変化していくのか次章以降で見ていこうと思う。

１－２．アンデス音楽への変容　～1970年代を中心として～

１－２－１．フォルクローレの大衆音楽化

1973年にクリスティーナとウーゴという1970年にアルゼンチンのフォルクローレフェスティバル、コスキン第10回で注目を集めたアーティストが来日する。２重唱が持ち味の2人は、NHKの「世界の音楽」に急遽代替出演し、人気を博した。当時フォルクローレが日本のメディアに出ることはなかったため、当時の中南米音楽の購読者に加え、その何倍もの反響があった。この際、インカ音楽ブームという形で、記事で取り上げられた
。

NHKに出演したときの反響を表した以下のような記事がある。

今でもNHK・FM「ラテン・タイム」には『世界の音楽に出た、名前は分からないがパラグアイから来たと言うようなリクエストが絶えないそうだ。（「パラグアイから」と言うのは、その特集版でロス・メンサヘーロス・デル・パラグアイもいっしょだったのでこんがらがってしまったのだろう）。なにしろ初めて二人がテレビに出て以来しばらくの間「世界の音楽」のディレクターの机の前には「東芝オデオンOR8138『亡び行くインディオの哀歌』」というメモがはってあったと言う。賢明なる読者に注釈はいらないと思うが、あえて補足すると、それだけレコードの問い合わせが多かったと言うことである。

中南米音楽シーンにおけるこのフォルクローレの台頭はフィリップスレコードがフォルクローレ・コレクションという形で商業化の路線として取り上げる形で、半年間で数十枚のLPを出すという大々的なシリーズをはじめることにつながっていった。このような状況を対談では以下のように述べている。

いま一般のポピュラー音楽ファンの好みが、フォルクローレの方へ向いている時期ですね。面白いもので、各社がフレンチ・ポップスを出しているときは、ファンもそういうものに関心を示す。今は、それがラテン、それもフォルクローレの方へ向いているときなんですね。中米のラテンなんか、まだ放ったらかしだもんね。こういうポピュラー音楽の動きというのは、単にレコード会社の政策上のものばかりじゃなくて、ファンも含めた全体的なものですね。

このように日本においては、フォルクローレのポピュラー音楽への転換はクリスティーナとウーゴが「世界の音楽」に出演してからといっても過言ではないだろう。

アンデス・フォルクローレとセットとして後々紹介されるケーナに関しても、この時期従来の「ケーナ講座」にかわり、後にケーナの総帥と呼ばれるアントニオ・パントーハが寄稿した「ケーナの神髄」が１９７４年の３月から連載されるようになる。

さらに、４月には「フォルクロ－レの楽しみ」が連載されるようになり、臨時の連載に加えて、定期連載もこの時期に増えていく。

「ケーナの神髄」は１９７４年１０月までの限定連載だったが、それはある意味大きな影響を与えた。それはまず、ケーナを吹く人のイメージを固定させたと言うことである。記事には必ずといっていいほど、アンデスの音楽という表記がされる。アルゼンチン北部、ペルー、ボリビア（1970年代後半より登場）というケーナと地域性の結びつきはこの時期から作られていった。またさらにこのようなケーナのイメージの固定はそれ以後のアーティストの需要枠を増やした。つまり、一度広まった認識によって、ケーナを加えた楽団の来日が1970年のこの時期から1980年にかけて増えることになる。さらにこのような記事は、パントーハが来日する際に非常に大きい影響を与える土台を作った。

パントーハは、伝説的な存在でありながら、その活動は広く知られることになる。フランスで活躍するパントーハの弟子のウニャ・ラモスなどもこの連載が終わる時期に急遽来日公演を行った。
当のウニャ・ラモス自身もアントニオ・パントーハがら来日する以前に、フジテレビの「ミュージック・フェア」では加藤登紀子と共演し、アンデス音楽を披露し、ケーナの存在をアピールした。彼のケーナの生演奏が、ごく少数の日本のフォルクローレの愛好者の心に火をつけ、葦笛ケーナのブームが起こるようになった。

さてこの１９７４年初頭にフィリップスレコードからフォルクローレに関するＬＰが出されたわけだが、これを１期と呼ぶと、１９７４年の５月に２期に発売するＬＰに関する座談会が開かれた。これが、ある意味現代のアンデス・フォルクローレの原型になるものが含まれていくわけだが、主要なアーティストとしては、ロス・キジャ・ウアシ、ロス・アンダリエゴスなどが含まれている。

この時期にフォルクローレのLPを大量に出したことは、日本においてフォークブームが起こっていることと重なっている。たびたびフォークソングからユパンキなどが言及されることが多かった。

１－２－２．ケーナ・ブームとアンデス・フォルクローレ

「ケーナの神髄」連載中に、そしてウニャ・ラモスの来日公演などをきっかけに「アンデスの笛」であるケーナやシクーリ（サンポーニャとも呼ばれる）にスポットを当てた特集記事がよく組まれるようになる。

そしてついにフォルクローレ界ではすでに神格化されたアーティストで、前年度の「ケーナの神髄」の編者でもあるアントニオ・パントーハが1975年4月に来日することになった。

当時のパントーハの来日の際には次のような見出しで大きく飾られる

－遂にやってくる伝説のケーナ奏者－

－号外　遂にやってきた「ケーナの神髄」－

「本物」、「伝説」という言葉は、人をひきつける要素がある。フォルクローレ界において来日する奏者が少ない中、レコードのシリーズがフィリップスレコードを初め、ビクターなどからも出される中、海外の有名演奏者が次々と来日するようになった。特にアルゼンチン国内、そして勿論出生地でもあるペルー、南米全土において大きな影響を与えていたアントニオ・パントーハの来日は従来のアルゼンチンフォルクローレからアンデス・フォルクローレへのブームの転換の引き金となったと言っても過言ではないだろう。

さてこのようなケーナ・ブーム、そしてアンデス・フォルクローレの形に即して、アンデスファッションに関する広告がのる。

－アンデス調にキメてみたいエリート・ファンに－

フォルクローレ・ブームの到来と同時に熱狂的な中南米マニアが発生しはじめている。アンデスの民芸品に囲まれてポンチョを着て、ウニャ・ラモスのレコードを聞きながら、ケーナの勉強をする。こうなるとどうしようもない“気狂いだ”。しかるに、“気狂い”こそ今一番大切な種類の人間

ここにある類型をみることができるだろう。消費社会の中における記号のやりとり。ポンチョ、民芸品というアンデスの記号を身にまとった日本人のマニアが、主体的にアマチュアのバンドとして活動することになる。それは、彼らがフォルクローレという本質があるかどうかをつかもうとするという努力ではなく、流行、モードに流され、記号をまとう人々こそ、当時の異文化との関係性を表す一例となっているのかもしれない。それは日本より前にケーナが流行したパリでも同様であったようだ。

－それはアーティストの側に責任があったと思うよ。ケーナが流行というので、南米からわれもわれもと、自称音楽家がやってきた。そしてカーニバルの仮装をして、価値のない演奏をするわけだ。物珍しさだけでは、ひとはすぐ飽きてしまうよ。－

彼らが当時なぜ、数ある音楽からフォルクローレを選び、そのフォルクローレが彼らにとってどのような存在（記号）であったのか？この検証は本章のまとめで行いたいと思う。

さらに楽器の不足から自分で楽器を製作し、バンドを組むというアマチュアバンドの台頭が目立って見られるようになった。この時期になると、各大学に、ケーナ教室や、フォルクローレ同好会なるものが設立され、アマチュアバンドの活躍も目立つようになる。日本人のアマチュアバンドも増えてきた影響で、アルゼンチンのフォルクローレの祭典を日本でもやろうという試みがおきた。福島県川俣町において、コスキン・エン・ハポンが１９７５年１０月に催された。

なんの気取りもない、なんの遠慮もない、こんなイカしたコンサートがいままであっただろうか！10月18日、福島市から更に22kmも入った川俣町に全国のフォルクローレ気違いたちが集まってとてつもないフェスティバルをやらかした。・・・・全国に誕生しはじめたアマチュアのフォルクローレ・グループに呼びかけて、アルゼンチンはコスキン市の有名なフォルクローレ・フェスティバルの日本版を実現させたもの。・・・・日本にも芽生えてきたフォルクローレ・グループの健全な発展のために、この“おまつり”は有意義な足あとを残したと言える。

このような試みは、他の中南米音楽には見られず、主体的にアマチュアバンドが参加するこの音楽祭は、たとえマニアの間のなかであっても、日本のフォルクローレを主体的に活動していく記念すべき第一歩となったのだ。

１－２－３．主体的受容と「日本のフォルクローレ」の誕生

アルゼンチン・フォルクローレからアンデス・フォルクローレへとブームが移行した中でも、アルゼンチンのフォルクローレは根強い人気を保っていた。しかしアルゼンチンは軍政権の弾圧など特殊な政治状況下におかれていたため、土着の音楽から特殊な発展を遂げていた。ユパンキのように祖国の歌という形でフォルクローレを発展させていった流れを受け継ぐ形で、1970年代にメルセデス・ソーサが来日を果たした。メルセデス・ソーサは、社会理想をかかげる闘士であり、特定の政治主張をもって、民衆の感情や考え方を伝えるフォルクローレを唄う歌手であった。アルゼンチン北西部トゥクマンで生まれた彼女は、民謡の歌や踊りをたしなむ環境にいたため、フォルクローレに自然と興味をもった。1960年代のヌエバ・カンシオン運動という新しい社会のための主張を民衆の心を代弁した歌、つまりフォルクローレで表現していこうという運動にかかわりをもっていった。軍事政権の時代にプロテスト・ソングを歌う彼女は、ユパンキとは似て非なるものながらも民衆の歌という形でフォルクローレにかかわりをもっていった。

彼女自身来日したときにインタビューで以下のようにこたえている。

私の歌はどんな時にもプロテスト・ソングではありませんでした。そういう分類は商業的に、消費目的のためになされるものです。歌を分類することはとてもむずかしい。私の歌はどういう定義をもつのかわかりません。私に言えることはそれが大衆に向けられているということです。そして民衆がそれを受け入れてくれるということです。これで私の専門の使命は果たされたわけですから、私にはそれだけでじゅうぶんです。

このような新しい社会運動の流れは日本のフォルクローレの受容に大きな影響を与えなかったため、ここでは詳細を述べることはないが、メルセデス・ソーサは日本に受け入れられたフォルクローレの歌手ということは間違いない。ヌエバ・カンシオンに関しては、本章の最後にまとめて説明していく。

さて1975年に続き1976年の1月においては、このような来日アーティスト展望の記事において、次のようなブームを思わせる見出しで始まる。

－１９７６年はレコードの発売数といい、来日アーティストの数といい、まさにフォルクローレ黄金時代の頂点を極めそう。－

その当時の座談会では、1975年をケーナ・ブームととらえ、コスキンをある意味社会現象ととらえている。さらにフォルクローレ自体が、ストレートに通じるようになってきたという印象論もある。コスキン後も、７６年１月にフォルクローレ・フェスティバルというアマチュアプレーヤーが集まるフォルクローレの祭典が東京で行われた。

ブームといわれるフォルクローレが、しっかりと日本の音楽ファンに根を下ろしたポピュラー音楽になっていることを誰も疑えないだろう

NHKと民放とを問わず、このごろフォルクローレのひびきはずいぶん日本に浸透してきたようだ・・・ウィスキーのCM、連続ドラマのテーマ音楽にもケーナの響きが聞こえたりする・・・木の実ナナの歌う「おまえさん」の伴奏にケーナとチャランゴ風ギターがでてきてびっくりした人も多い。・・・学校の音楽教材にも「コンドルは飛んでいく」が入ったし、ファンは大威張りのご時世だ。

特集記事はとどまることは知らないケーナ偏重の1975年の反省からか、1976年の座談会では、以下のような意見も出ている。

ケーナが引き金となって、フォルクローレのシリーズを出せるような時代になったことはたしかですね。ただ、それがもう落ち着いて、ケーナだけではなくて、こんどは本物の歌のフォルクロ－レも聴いていただきたいと思うんです。

今までもクリスティーナとウーゴとか、メルセデス・ソーサとか、フォルクローレの歌が日本でもファンをつかんだわけですが、やっぱり民俗音楽というとケーナだ、チャランゴだと思われてきました。でもそれは一面としておいて、やっぱりフォルクローレの底辺は「歌」にあるわけですね。ローカル色のなかの民族性、それをあらわした「歌」というものが、これからのフォルクローレのレコードに要求されると思います。

このような意見もでているが、これはフォルクローレの方向性を問う建設的な議論であり、そのブームが収まる気配はなかった。

一方フォルクローレという言葉の定着に関しては、次のように述べられている。

フォルクローレというコトバがストレートに通じるようになったのでうれしいでしょうね。今までは、「南米の民俗音楽に根ざして・・・」なんて必ず注釈をつけなければいけなかったから・・・

このようにフォルクローレは民俗音楽に根ざしたポピュラー音楽として紹介されるようになった。南米各国のフォルクローレとはいわゆる民俗音楽のことをさしているが、フォルクローレが商業化の波にのることでポピュラー音楽化してしまったことを上記の対談での言葉は表している。

当時ボリビア出身、そして革新的な音楽でボリビアのフォルクローレのイメージを一転させたロス・ライカスが来日することになる。ここで、ボリビアのチャランギスト、エルネスト・カブールについて述べている。

カブールは、ボリビア一ではなく、世界一のチャランゴ奏者だと思います

ケーナ・ブームから、その熱が冷めて、フォルクローレそれ自身に焦点があわされていくことになるのだが、ここで後半部のブームを担う、伝説のチャランゴ奏者と呼ばれたカブールが紹介されることになるのだ。ここでボリビアに通う福岡稔は、カブールとコンタクトを取り、対談なども行っている。またコンドルカンキというボリビアのバンドもこの時期来日し、アンデスの中でもボリビアに注目が集まってきていた。

ペルー出身のケーナ、チャランゴなどの楽団が来日し、ついにはボリビアという今まで土着の音楽しか流行っていないと認識されていた国からもポピュラー音楽としてのフォルクローレが生まれはじめていた。ボリビアの音楽は、ペルーのインディオの哀しみを軸とした哀愁の音楽とは異なり、土着のリズムを生かしたアップテンポの音楽であったため、ポピュラー音楽として発展しやすかったといえる。

さて、すでに来日したロス・アンダリエゴスに現代のアンデス・フォルクロ－レの原型をみることができる。１９７７年の特集記事ではロス・アンダリエゴスを次のように評している。

グループ全体のサウンドに、くっきりと「現代」が刻まれていることも特筆しよう。フォルクローレをいささか時代遅れの古風な音楽と感じている人があったら、一度でも、アンダリエゴスの作るサウンドに触れてみていただきたいものである。・・・ギターをエレキに、ケーナをサックスに持ち替えることなく、彼らはこれだけのことを行うのである。その反面、彼らのかかげる現代性の旗のかげに、長い歴史につちかわれた南米の民衆の歌心が、しぼむことなく咲き続けていることにも注目しよう。

フォルクローレはポピュラー化の過程にあり、さまざまな変化が満ち溢れている。それでも維持していかなければいけないのは、南米の民衆の歌心であり、土着の文化であり、故郷であり、祖国なのである。つまりは伝統、それにねざしていかなければフォルクローレはフォルクローレではなくなってしまうのだ。

１－２－４．アンデス･フォルクローレの定着

先ほど紹介したコスキン・エン・ハポンを東京で行おうという積極的な動きや、ブームと呼ばれるフォルクローレを単にブームで終わらせないで、フォークやロックなどとも同格の、ポピュラー音楽の一つのジャンルとして定着させようという意向が日本のフォルクローレ愛好者の間でまとまっていた。記事にはその意向が以下のように記載されている。

現在フォルクローレがブームと言われているが、実際のところは、まだ知らない人の方が圧倒的に多いことは確かだ。そのフォルクローレを一つの音楽のジャンルとして定着させるには、やはりコンサートを通してより多くの人たちにその音楽のことを知ってもらうことが必要だ。それを聞くまでは全然フォルクローレなんて知らなかった人が、ケーナの音色に魅せられて、非常に好きになったという話をよく耳にするが、たしかにより多くの人にアピールするという点で、ケーナという楽器が非常に優れていることは否定できないだろう。一部には現在のケーナ偏重のフォルクローレ・ブームに対する批判の声もあるが、それ以前に、フォルクローレを知らない人が比較的受け入れやすいケーナ、チャランゴ等によるいわゆるアンデス音楽はフォルクローレをより広く普及し定着させるための先兵としてうってつけではないだろうか。

このようにケーナ・ブームをフォルクローレの軸に添えようという意見もあった。しかし、読者の中には日本で偏重されたケーナ・ブームに反対する声もあった。

ケーナ・ブームだといいますが、実際はそうではないと思います。またそうなってほしくありません。日本人のように個性がなく、熱しやすくさめやすい国民性においては、ブームのあとには荒廃がきます。

日本のフォルクローレの受け入れ方というのはある意味流行に沿った形であった。アンデス・フォルクローレが定着していく中で、さらに変化していこうとするフォルクローレ。特にその変化の流れが早いのがアルゼンチンにおけるフォルクローレである。

アルゼンチンと日本とでは、感覚が違うんですね。むこうではフォルクローレそのものがちっとも珍しくないのですからふつうのことやってたんじゃいつまでも進歩しない。だから新しいものを求めてるわけなんですけど、こちらから見てると、まだ距離があるんですね。

アルゼンチンにおいても当然アンデス・フォルクローレの形になっているものは存在している。しかしそれは定着していくというよりも、変化のなかの過程で受け入れられた形である。そのため、コマーシャリズムにのせられたポピュラー音楽として演奏していく演奏者も多かった。

クリスティーナとウーゴは対談でその変化の過程で重要な点を述べている。

フォルクローレはわたしたちみんなが心に持ってる音楽だから、それ自体絶えることは絶対ないわね。だけどフォルクローレをやる音楽家たちが、古いものをやっていたらうけないっていうので、新しくしようとしてる。でもそれはプーロ（純粋）じゃないわ。フォルクローレには根があって、その伝統の根に対して尊敬の心を持っていないといけないと思うわ。・・・背景に何にもなくてただ現代風にやってもダメだと思うの。たとえば、日本の『さくらさくら』を、チャンチャンカ、ズンチャカやったって、なんだと思うだけでしょう。

フォルクローレは商業化の波にのせられながら、変化していった。それは日本の受け入れられ方を見てもあきらかなものであった。伝統の根と離れてポピュラー音楽として演奏する演奏者の増加は、1970年代後半のブームの末期を予感させるものであった。

１－３．フォルクローレ・ブームの終焉　「Latina」改名まで

１－３－１．フォルクローレ７９　最後の臨時創刊号

さてこのような中で、最後のフォルクローレ特集臨時創刊号が出されることになる。

フォルクローレ79と評された臨時創刊号だが、ここでは今までのフォルクローレの歴史が描かれている。

しかしこのフォルクローレ79にのっているレコード目録のレコードは廃盤になる確率が非常に高く、大衆に浸透する前に定着せずに単にブームとして過ぎ去った過去として扱われる危険性があると浜田滋郎が警鐘を鳴らしている。

79年の後半にはフォルクローレ界、最後の大物エルネスト・カブールの特集記事が組まれることになる。エルネスト・カブールはボリビア民族音楽普及のための活動を積極的に行いつつも、ヤマハのバイクを愛用する最高峰のテクニックを持ったチャランゴ奏者である。

ロス・ライカスの来日に続き、エルネスト・カブールの特集、そしてボリビア音楽の専門家として高名な福岡稔が「ボリビア」という現地直送の楽器店、レコード店を足柄に経営し始めたのもこの時期である。

エルネスト・カブールは地方の民族出身者ではなかった。首都ラパスの村で生まれ育った彼は国立民族舞踊団へ加入し、ラテンアメリカ諸国を巡って見聞を広めることによって自国の民族音楽の保護、そしてその宣伝を積極的に行おうとする改革者であった。

ボリビアの音楽シーンは土着の民族が多いため統一性がないものの、多様性があり、政治状況によって保護されている一面もあった。特に70年代末期からにかけて市の条例で、ラジオやテレビは80パーセントぐらいボリビアの伝統音楽をやるように義務付けられることになった。自国の伝統を大切にしようというこの気運は50年代のアルゼンチンを彷彿させるものだが、この政治状況下の保護によってボリビア音楽はフォルクローレの軸となっていくことになる。

１－３－２．定着するイメージと低迷期の始まり

このようなボリビア・フォルクローレが輸入されていく1980年に入ると、フォルクローレを紹介する記事自体が急激に減少することになる。カブールの特集記事が組まれるくらいで、アマチュアバンドにおいては、フォルクロ－レの全盛時代を誇っていたが、そのブームは確実に過ぎ去ろうとしていた。それはブラジルの音楽他、新しい音楽の波によってである。その記事の偏重主義に読者の批判は相次いだ。

－酷いフォルクローレレコードの廃盤－

最近フォルクロ－レを聴き始めたが、あまりの廃盤の多さに辟易している。たとえば永久保存版とする価値のあるソーサは、現存するものは２～3枚のみ、キラパジュンにいたっては、皆無である。最近は注文する前にカタログで廃盤もしくは製造中止かどうか確認しているのだが、それでもしばしば追って、「廃盤になっています」と連絡がくる。フォルクローレ７９」は、もうレコード・カタログとしての価値を失っているのではないか？

－本誌もフォルクローレに力を入れて－

最近フォルクローレ記事が極端に減っていますが、新しいファンには、レコードの廃盤傾向もあいまって、残念でなりません。

―フォルクローレは無視されている？－

このところあまりにフォルクローレが少ないと思うのです。・・・・来日した、あるいはするアーティストもなく、ブラジル音楽やタンゴにおされっぱなしのフォルクローレ、ちょっとかわいそうじゃありませんか？

―メルセデス・ソーサとフォルクローレのレコードを！－

フォルクローレが下火、下火といってレコードを廃盤にすれば、新しく聴こうというファンが増えるわけがない

―フォルクローレの特集記事をのせて！－

―フォルクローレ活動の消極性は考えもの－

「本誌にフォルクローレの記事を！」と叫ぶと同時に、私を含めたフォルクローレ愛好者の姿勢を考え直したいと思っているところです。・・・内へ内へというのは、ややもすれば小サークル活動の内輪ウケ、というとても消極的な体験になりがちです。・・・まずきっかけとなったのは、私があるケニスタ
にいった時のことでした。「一度ラウル・バルボーサをナマで聴きたいと思ってたんだけど、コンサート行ってみない？」彼は「それ誰？」と真顔な顔で言ってくれたではありませんか。興味のあるなしの問題ですが、少なくとも自分の関わっている音楽は南米の大地なわけで、その地つづきの音楽に対して、“ひと山越えれば関係ないや”的な発想はあまりにせまくありませんか？

このように読者批判が相次ぐ80年～81年であった。特集記事を組み、来日するのはスター性をそなえた次世代を担う演奏者ではなく、ブーム期のアーティストの再来日という形で、似たような対談が行われているのみであった。すでにこのときにはアルゼンチン・フォルクローレから転換して、アンデスのフォルクローレが定着していたのだ。それはカブールとの対談によって明らかにされる。

日本でアンデスのフォルクローレをやろうという人は、最初はアルゼンチン経由のスタイルでした。でも今は、みんなボリビア音楽をやりたいんですよ、これは世界的にそうだと思うのですが、何故ボリビアなんでしょうね？

すでに定着してしまったアンデス＝ペルー、ボリビアのイメージ。これは1981年以降も引き継がれることになる。

１－３－３．「Latina」改名まで

81年以降も新しいバンドで特集を組まれたものは少ない。メルセデス・ソーサの近況やアタウアルパ・ユパンキの特集記事、そして76年にフェデリコ楽団と来日したコンドルカンキの特集くらいで、新しいものとしてはライセス・インカスが来日したときのインタビューとくらいである。

しかしその一方で、アマチュアプレーヤーを特集する記事においては、フォルクローレのバンドが大半を占めている。その多くは、アンデス・フォルクローレを主体としたコンフントの形態である。ここで記事の減少にもかかわらず、その姿がアマチュアプレーヤーに定着し始めた実態をうかがえるだろう。

そして80～81年にかけて見られた、特集記事を組んで欲しいという投書もすくなくなった。

以下の投書でその実態を知ることができるだろう。

フォルクローレ紀行をのせてほしい！　近頃南米といっても日本との距離はだいぶ縮まったようです。私の身近にもフォルクロ－レが好きでアンデスの村を目指したという人が、何人かあらわれて、私も早く夢をかなえなくては、とあせっています。アンデスに行って、日本に戻ってきた友人たちは、そろってアンデスぼけになったようすで、彼らのアンデス、彼らのフォルクローレをしっかりと身体や心で捉えてきているみたいです。・・・－

このようにフォルクローレは、アンデスと結びついて定着していっていたのだ。

紙面での特集記事は減ったが、コンドルカンキが来日した際にはLPレコードのチャートに顔を出した。これは日本国内で発売されたフォルクローレのレコードにおいて、最初で最後のことである。

さてこのように、来日アーティストがいる際には、特集記事が組まれるフォルクローレであったが、1983年3月号をもって、この雑誌は「中南米音楽」から「Latina」へと改名することになる。中南米音楽を紹介することには変わりはないが、より広い視野、そして海外の情報網から生きた記事を書くという名目で変化する「中南米音楽」。そのスタイルは、一新されるわけだが、フォルクローレはどのように紹介され、どのような形で描かれていくのだろうか？

１－４．アンデスの中のボリビア

１－４－１．輸入されるネオ・フォルクローレ

1983年に「中南米音楽」は刊行30年を迎えスタイルを一新することになる。雑誌名を「Latina」と変えて、より幅広い音楽を紹介していこうとする動きがあったからだ。さらに、ブラジルのサンバブームと、アフロアメリカンへの注目から、アフリカの音楽シーンにも注目が集まった。「Latina」の扱う音楽はまさに、現在進行形で商業化されるワールドミュージックであった。そのため、フォルクローレを扱う記事は少なくなっていった。なぜワールドミュージックブームの中でフォルクローレが再燃することがなかったか？それも本章最後で述べていきたいと思う。

　少ない記事の中でもフォルクローレの中心となっていったのはボリビアのフォルクローレ事情である。音楽院も設立され、自国の民族音楽の普及に熱心なボリビアのフォルクローレは安心して伝えられる情報だったのだ。新しい歌、ヌエバ・カンシオンの運動は60年代にチリやアルゼンチンで起こったものだが、ボリビアにおいても影響を与えていた。

　そもそも地理的に山岳地域として閉ざされているボリビア国内においてフォルクローレを行ううってつけの場所であったのだ。そこから輩出されるアーティストは、商業化の波にのりながらも、同業者にショックを与えるような演奏を行っていた。

　このような自国の状況と、ワールドミュージックのシーン、つまり外部へ出て行こうとする動きが重なり、このような動きをネオ・フォルクローレと呼んでいるものもいる。ネオ・フォルクローレとは、伝統的な舞曲の形式に必ずしもとらわれない、新しい世代の作者たちによる音楽のことである。別に大した定義があるわけでもなく、伝統曲も新しいアーティストの技術で演奏をすればネオ・フォルクローレとなるのだ。

　このようなボリビア・フォルクローレは土着の音楽から新しい音楽を模索するフォルクローレのスタイルに合致していた。アルゼンチンのように白人比率の高い国家においては、「伝統を重んじる精神」よりも「商業化」させる演奏スタイルが流行る傾向にあった。

昨今のボリビア・フォルクローレへの転換に関して以下のように記事で述べている部分がある。

音楽的にもそうで、哀愁ケーナ・ファンも多かったが、フォルクローレに眠れる民族価値とか哀感を求めるよりも、今じっさいにかの地で人気がある、しかし他の世界にないパワーをもつフォルクローレを喜々として悦しむファンが増えつつあった。それは新しい日本のフォルクローレ・ファンが10代とか20代前半とかの、自分もそれに近づこうとやってみることが可能な人達に集中したおかげだ。

そのようなネオ・フォルクローレの流れから出てきたのがロス・カルカスである。彼らのスタイルと、日本のフォルクローレ愛好者の動きは似て非なるものがあった。

ボリビアにおいてもその世代、つまり伝統の音楽から抜け出す形で新しい音楽をしようという一つのムーブメントが興った。その中の一つがカルカスであったわけだが、器楽に関しては民俗音楽を使うことで、フォルクローレを新しくする、つまりネオ・フォルクローレという流れからでてきている。日本においてもフォルクローレ熱は底辺の層で高まってきている。10回目を数えたコスキン・エン・ハポンには60グループが参加するという盛況を見せた。

しかし日本のフォルクローレ愛好者たちは、決して土地に根ざしている音楽を行っているわけではないのだ。カルカスの行ったネオ・フォルクローレは、根ざしている伝統をベースに刷新した音楽であるが、日本のコスキンはまったく違う土地の音楽を行っていることになる。もしかすれば共通する郷愁、土地への愛着があるかもしれないが、商業化されたボリビア・フォルクローレを焼きましている作業に他ならない。つまりある一定の形、商業化されたフォルクローレが根付いたのだ。

新しい歌を作るにあたっては何千年も続いてきた先祖たちの血をよく知らなくてはいけないということで、彼らはいつも勉強しているそうである。しかも、それはカルカスだけでなく、フォルクローレをやることを旗印に掲げるグループは皆そうだ、とカルカスは話す。

このような伝統を重んじる独特のスタイルはやはりボリビア独自のものだといってもよいだろう。日本は当然のことながら、アルゼンチンなどはこのように過去と連続性をもたすことは難しいのだ。

さて、日本においてフォルクローレはまさにこのアマチュアバンドの活動に支えられていくことになった。記事においては、このようなネオ・フォルクローレのブームも当然のことながら長く続くこともなく、このスタイルを焼き増ししたスタイルが日本に最終的に定着していくことになる。

　

　　１－４－２．フォルクローレの終焉　巨人たちの死

　

前節では、日本においてボリビア・フォルクローレが定着してきたことを見てきた。日本においてアンデス・フォルクローレが選択されたが、他国ではどうだったのか？そして日本にフォルクローレを定着させた貢献者たちはいわゆるワールドミュージック・ブームと呼ばれる80年代末から90年代にかけての商業的に民族音楽が利用されていく流れの中でどのような役割を担っていったのか見ていきたいと思う。

日本でブームの火付け役となった、クリスティーナとウーゴはアルゼンチンにおいて主な活動をしていた。最後の来日となった1983年10月に、クリスティーナはフォルクローレの力は現在も生きているのかという質問に以下のように答えている。

もちろんですとも！（アルゼンチンにおいては）タンゴとちがって、フォルクローレは全国的に広まっていますから。人を集める力も昔のままです。それに5万人集まったとすると、そのうち3万人は若者なんです。それはとても重要なことだと思います。

このように述べてはいるが、フォルクローレ自身の変容にも気づき、大衆のニーズにそった形で演奏体系を変化させている。それは以下の言葉に表されるだろう。

私は、フォルクローレという、ポピュラーの歌手だと思っています。そして、それをかなりやって行けるとも。

元々、クリスティーナとウーゴはアルゼンチンのフォルクローレの流れを表象したような存在である。クリスティーナは首都ブエノスアイレス出身であり、地方出身者でないということからもルーツを持っているとはいえない。それはウーゴも同じである。クリスティーナはフォルクローレを歌うことがまるで義務づけられたような語り方であるが、彼女はただ選択をしたに過ぎない。

そのころのセニョリータ（昔の自分）には、フォルクローレが一番ふさわしかったです。（と、ニッコリ）タンゴもあったけれど、タンゴをやるのは年取ったおばさんだけ。若い娘にはチョットね・・・それに、あまりモダンな音楽は好きじゃなかったんです。

フォルクローレの潮流は、アルゼンチンにおいて50年代から60年代にかけてブームになったと定義づけられる。その流れにもっともうまくのったのが、クリスティーナとウーゴなのだ。そのようなことを考慮に入れると、彼らが自らをポピュラー歌手として表すのにも容易に納得ができるだろう。

　さてアルゼンチンのみならず、日本のフォルクローレ界にも大きな影響を与えた2人は1986年突然の事故死を迎えることになってしまった。

そしてその5年後1991年10月27日、ケーナの巨人アントニオ・パントーハも亡くなる。日本において存在感を現し、ケーナ・ブームをもたらした貢献者の死は、すでにケーナが民族楽器というスタイルに成り下がった日本のフォルクローレ界に大きな影響を与えることはなかった。

さらに1992年5月23人、フランスのニームに在住する、初頭からその存在感を表し、日本のフォルクローレ界に最初のブームをもたらしたアタウアルパ・ユパンキもこの世を去ることになる。

日本のフォルクローレ界に大きな影響を与えた巨人たちの死は、その後のフォルクローレを支えるアーティストの不在と重なり、フォルクローレ自体に影をおとすことになる。次節においては、フォルクローレのさまざまな側面を、本章のまとめとして論じていこうと思う。

　１－５．小括

　　

１－５－１．中南米政治状況から見るフォルクローレ

日本においては、フォルクローレがどのように発生して、なぜ50～60年代にかけて特にアルゼンチンなどにおいて最初の商業的なブームが起こり、そして60年代以降プロテストソングとして発展したかという流れは断片的に論じられるだけである。フォルクローレ自体がボリビア・ペルー・アルゼンチンなどアンデス地方のみならず中南米全体に影響を相互に与えているものであるため、論じることが難しい。この節においては、当時の政治状況からフォルクローレがどのような経緯が日本に輸入されていったのかということをブームの裏側を明らかにしていく形で論じていきたいと思う。

土着的なフォルクローレがいつから存在していたのかは定義することは難しいが、ここでは、商業化するフォルクローレ、それ以前の流れを追ってみてみたいと思う。

　アルゼンチンを代表するアイデンティティを表す言葉の一つに「ガウチョ」という言葉が存在する。17世紀から18世紀ぐらいまでは浮浪者、日雇い労働者、指名手配者、ブラブラした反社会的な人間など非常にマイナスイメージの強い下層階級の人を指していた。しかし19世紀初頭のイギリス軍の襲来事件や1810年の革命政府樹立、その後の独立戦争と連邦派カウディージョと統一派軍閥との戦い、国土確定のためのインディオとの戦争など近代国家が設立されるまで、「ガウチョ」は大きな役割を果たしてきたといえる。

　「ガウチョ」のルーツは先も述べたように、何かしらの事情によって市街地に住めないため農村であるといえる。各地に散在した「ガウチョ」の生活のイメージとは、馬とともに大草原のなかで放浪生活を送るようなもので、孤独を求めていると論じられている。アルゼンチンのパンパの大草原を想起させる存在である「ガウチョ」、そしてそのアイデンティティはフォルクローレと密接に関係を持っている。

　「ガウチョ」は人から聞いた話、または自分の人生物語を詩人のようにギターの演奏とともに語っていた。このような民族的な表現が、フォルクローレが各地に発展していくルーツともなっている。

　20世紀初頭において「南米のパリ」といわれるアルゼンチンにおいて、不安定な政情はエリート層の保守勢力によって安定した政権交代を確立しようとしていて、経済的には農牧産品の輸出で世界経済、おもにイギリス主導の貿易ルートに組み込まれることになる。このような経済状況において輸出産業を中心にインフラ整備が行われた。産業構造も近代化したアルゼンチンは歴史上もっとも繁栄の時代を迎える。そのような人手不足のために地方から都市部へ人口が流入し、かつ多くの移民が奨励された。このような都市化が、ブエノスアイレスをまるで「南米のパリ」であるような首都の繁栄をもたらしたのである。

　さてフォルクローレにおいて、この地方から都市部の流入の際に、ブエノスアイレスで北西部地方の音楽・舞踊の公演が評判を呼んだ。これは考えれば容易にわかることだが、移民のミドルクラスなどにとっては、「ガウチョ」を体現したような北西部の楽団に興味もって当然であろう。このような大規模な楽団を率いていたアンドレス・チャサレータはエキゾチックな田園風景を舞台上で再現して喝采を浴びた。

　チャサレータの成功は、地方音楽が都会で注目を集めることを証明した。やがて地方から音楽・踊りを得意とする人々が続々とブエノスアイレスを目指し、大都会の片隅にも地方音楽が浸透していった。

　政治の不正や大規模なインフラ整備のツケが赤字となってしまった1930年代以降のアルゼンチン国内において労働組合の組織力と当時流行り始めていた一般大衆的なラジオや新聞・雑誌というメディアを最大限に活用したペロンが選挙によって大統領になり、大佐から国軍の最高指揮官になる。労働組合を統括することで労働条件向上を達成することと同時大衆を支配する政治システムを構築した。経済に関しても、国が介入する形として民族主義的な手法をとったナショナリズムを展開した。

　このようなペロンのナショナリズムは、アメリカ文化の流入によってアルゼンチンとしてのアイデンティティが問われたという背景もあり、やはりパンパ大草原にねざした「ガウチョ」に依拠するものだった。そのためロックなどの外来音楽の影響をさけるために、国家が後押しとなり、フォルクローレが芸能ジャンルとして確立していくようになった。

　55年ペロン政権が、軍部のクーデターによって軍政に移行して一時はフォルクローレが弾圧されるものの、58年に民政化することによってまた推進されるようになった。そのような中、北部サルタ州からフォルクローレの土着的なものに音楽的、詩的芸術性を加味した。ロス・チャルチャローレス、そしてアタウアルパ・ユパンキなどによって60年代のブームが確立されることになる。彼らはみなが地方出身者でありながら、詩的芸術性を持ち合わせたアーティストたちだった。テレビのコンテストのみならずコスキンという現在においてもアルゼンチン最大の音楽祭典でもあるフェスティバルが開催されるようになったのもこの時期である。

　ペルーにおいては、1950年代以降の輸出ブームによってアルゼンチンと同じようにインフラ整備、そして地方から都市部への大規模な人口の流入が起こった。アルゼンチンのように移民が大量流入するという自体にはならなかったが、「チョロ」と蔑視される混血の問題が浮上してきた。そのような中ブームになったのがクレオール音楽である。ペルーの山岳地方（シエラ）と沿岸地方（コスタ）は文化的にもかなり異なるため、移民の問題より国内事情のほうが問題になったのは理解できる事柄であろう。インカ帝国、インディオの悲劇といった哀愁をただよわせる音楽は、1960年代以降日本にも流入されていくことになる。

　当時においては政情不安もあり、山岳地方で閉ざされた地形にあるボリビアの情報はあまり入ってきていない。ボリビアはその部族数などからも土着的な要素を強く含んでいる国家であり、ボリビアのフォルクロ－レが注目されるのは次節のヌエバ・カンシオンを経た70年代といえるだろう。

１－５－２．「新しい歌」　社会運動から見るもう一つのフォルクローレの潮流

1960年代後半、アルゼンチンのみならず南米諸国家において、社会的にも文化的にも開放的な雰囲気が訪れていた。それは大学の規制強化に反対する学生運動や共産主義の革命運動が各地に広がりを見せたことに起因する。特にキューバ革命は、カリブ海地域に集積された欧米植民地主義の負の遺産に対する根源的な批判を意味しており、このような植民地主義の傷跡をかかえる南米諸国家において大きな影響を与えたのは言うまでもない。本節においては、この「新しい社会運動」としてのヌエバ・カンシオンに注目して、フォルクローレの異なる潮流を論じていきたいと思う。日本のフォルクローレに強く影響を与えたアルゼンチンの歌手メルセデス・ソーサとチリのビクトル・ハラに関して述べていきたい。

ビクトル・ハラは1938年にチリ南部に生まれた。演劇をたしなんでから歌の方へ転進した理由は、「人々とより深く接したいから」であった。当時商業的にまったく相手にされていなかった「新しい歌」において、ビクトル・ハラはフォルクローレを聴くもののみならず、大きな影響を与えることになった。特に1970年チリにおいて、アジェンデの人民連合政権が誕生し、社会主義化がすすむ中で、ビクトル・ハラは先頭に立って多忙をきわめたことは言うまでもない。

しかし、アジェンデ政権下の急速な社会主義化が中道派のキリスト教民主党をも敵に回し、議会で多数を占めた野党は、国有化路線に対する規制や閣僚罷免など国会を通じて、急進的改革を阻止しようとした。左右の対立が激化し、労働者の企業占拠や反政府ストなど、政府・反政府の間でテロを交える騒然とした危機状況が進行し、アジェンデ政権は軍事クーデターによって倒壊させられることになる。

アジェンデ政権下、人民連合の理念と相通ずる民衆の力の勃興をうたいながら「音楽大使」のような役目をになって活動したビクトル・ハラも軍部のクーデターのときに犠牲となった。

アルゼンチンにおいて「新しい歌」の先頭にたっていたのはメルセデス・ソーサであった。メルセデス・ソーサは1935年アルゼンチン北西部にあるトゥクマンで生まれた。メルセデスは不毛の時代を経た後、フォルクローレを大衆芸術として高めようと活動している人たちの中に入り、その中でも特に社会的不平等やフォルクローレの真実に対して闘志を燃やしていた。

アルゼンチン国内でもフォルクローレの認知度が高まり、1966年のコスキンのフェスティバルで優勝することで名声を高めた。しかし、チリと同様に政情不安を抱えたアルゼンチンは厳しい軍政下でフォルクローレは弾圧されることになった。くしくも左翼運動が盛んになっている時期で、メルセデス・ソーサもアルゼンチン・フォルクローレを支える一人としてそれに抵抗し、1979年ついに、亡命を余儀なくさせられることになった後も、パリで勢力的に活動し、82年軍政下末期に祖国に帰還することになる。

メルセデス・ソーサもビクトル・ハラのように民衆のために歌おうという信念を持っていた。

私はいつも、自分の国やその人々のために歌いたいと思っています。

この言葉に表されるように、ビクトル・ハラもメルセデス・ソーサも自らの国、民衆、そしてその精神的なつながりを意識して、それに生涯全精力を注いだ歌手である。「新しい歌」は土着のフォルクローレや商業化されたフォルクローレとは違い、南米のための、そしてその民衆と、祖国への歌である。フォルクローレ自身もいつまでも変わらぬものでは決してなく、時代の流れを反映しているといえるだろう。

　　１－５－３．日本におけるフォルクローレの受容過程　

さて、日本においてフォルクローレの受容過程を総括していこうと思う。まず50年代から60年代にかけてアルゼンチンでのフォルクローレがブームになったことを受けて、アルゼンチン・フォルクローレが中南米音楽の愛好者のなかで注目されていくことになった。70年代に入ると、クリスティーナとウーゴの演奏が大衆メディアによって伝えられ、一般大衆の中でも注目を集め、続くケーナとサンポーニャという楽器のブームも起こることになる。アルゼンチンの音楽の祭典を真似たコスキン・エン・ハポンの開催などに見られるアマチュア・バンドの積極的なフォルクローレ受容が見られた。その後ボリビア・フォルクロ－レがブームになっていったが、楽団形式の受容が多かった。それは、もともと「新しい歌」の影響を受けたボリビア・フォルクローレはケーナやサンポーニャの土着的な民俗楽器を使用するものの、ボーカルが主体であった。そのため、ケーナやサンポーニャなどの楽団の形式のみ移行されることになり、ここの変容過程は音楽の傾向や印象のみかわるといったものである。

　つまり、大きく変化したのはアルゼンチン・フォルクローレからアンデス・フォルクロ－レ、つまりペルーのインディオの哀歌など哀愁をまとった曲と、ボリビアの舞曲（カルナバル）をベースとしたポピュラー音楽としての民族音楽である。

　それでは日本ではブーム期になぜフォルクローレを愛好するものたちが出てきたのだろうか？そしてワールドミュージック時代になぜブームが再燃しなかったのだろうか？

　日本でのブームになった原因は、まず１つあげられるのは左翼運動下におけるアメリカのヒッピーの神秘主義的嗜好の流れである。当時は日本においても、マヤやインカといった神秘的な古代文明に関する図書が多く出された時期であり、さらに元植民地国家として、そしてアメリカから最も近く、そして文化的に異なる面をもっており、さまざまな面で注目の集まる地域であった。そのため、日本においてもその神秘的な嗜好、そして南米の伝統的な衣装などはその当時において先駆的な、現在に比べて違和感のないものであったのだ。さらに２つ目の要因としてブームの火付け役となり、今もアンデス・フォルクローレの象徴として論じられる縦笛ケーナは、戦後の音楽教育で組み込まれることになったリコーダーから想像されるように扱いやすく、なじみやすかった。そして当時楽器が大衆にとって高価なものであったことを考えると、楽器の中でも作りやすいものとして受容された。

　さらに交通技術の発展がブームの理由にあげられる。海外アーティストの来日、そして自らも渡航し、現地の情報を獲得してくることができるようになったからだろう。

　このような背景において、フォルクローレを愛好するものたちが登場してきたのも理解できる。彼らのアイデンティティはアメリカにもっとも近く神秘主義的な地域である南米、アンデス地方の歴史的境遇に共感を覚えたのだ。彼らは自らのフォルクローレ、つまり日本の民謡をベースとしたフォルクローレを創造することはせずに、南米の、ブームにあったフォルクローレを受容した。これはフォルクローレ自体がすでに土着の民俗音楽ではなく、ポピュラー音楽としての民族音楽として変容したからなのかもしれない。

　ワールドミュージック・ブームになぜ再燃しなかったからかというのは新しく日本に馴染む要素がなかったからである。最初のブーム期にはケーナとチャランゴ、サンポーニャなど言葉を介さない楽器がブームの担い手となった。ワールドミュージックの中で、フォルクロ－レが注目されなかったのは、すでにそのような楽器は最初のブームで知られており、さらに当時の最先端の音楽はボーカルが主体のもので、ワールドミュージックとしてたしなまれにくい、つまり外国にとってそれが、異国文化として商業化しにくい分野のものだからである
。そのため、現在においてもなお、フォルクローレ・ブームの影響を受けた日本の愛好家たちが、アンデス・フォルクローレとしてフォルクローレを受容しているのである。

　

２．演奏空間のドラマトゥルギー

２－１．演奏空間

２－１－１．場 

この節を進める前に断らなければいけないこととして、あくまでも事例的な研究であるということだ。このエスノグラフィーは、全ての対象（本研究においては、フォルクローレを演奏しているライブハウスということになるだろうが）に当てはまるわけではない。
先に意義を述べるとするならば、演奏者と聴衆という2項図式の関係を変化させることができたという点である。これはフォルクローレにおいて聴衆参加が重要な位置を占めていることからも説明ができることだが、聴衆が演奏空間に何らかの影響を与えていれば、それは音楽の変化に言及することができる。つまり本節で明らかにしていくことは、日本の聴衆はフォルクローレの演奏空間にどのような影響を与え、どのような場でこのフォルクローレという音楽が成立しているかということである。

さて、本研究では首都圏近郊の南米料理屋と称され、そしてアーティストのライブを定期的に行うライブハウスを対象としている。ロス・トレス・アミーゴスが演奏を行っているライブハウスを中心として、その空間のドラマトゥルギーを明らかにしていく。

本研究で対象としているのは以下のライブハウス（空間）である。
１．El patio  （2004年12月に閉店　11/6 11/27 12/20  新宿）
２．Rin Kon de Sam（2005年　1/25 恵比寿）
３．立川La bamba（2005年　2/18,4/15,5/20,6/17,8/20,9/16　立川）
上記の場所へ10回足を運び、そして各回計4時間程のフィールドワークを元に分析を行う。

特に３．の立川La bambaにおいての分析を元に進めていきたい。そのために、まず各事例と空間の特色を述べていきたい。

まず１と２は地下の立地であるため、外部から演奏風景が見えることはない。３は、道路に面しており、大きな窓ガラスが道路側にあるため、演奏風景が外から見える。１に比べ２は、地下街の中にあるため、客の出入りも多いが、メキシコ音楽の専門の店であるため、今回は比較対象にとどめていく。１と３での共通点としては、カウンター席と、集団用の席に分かれている点で、異なる点としては、演奏スペースの配置や、常連客の違いなどであるが、その点に関しては以下で述べていくことにする。

　

２－１－２．ある演奏風景

立川駅からしばらく歩くと、変わった手の模様のついた電柱にインコ（中南米風）の置物が設置されるのを見ることができる。その数本の電柱のとおりの真ん中に位置しているのが、立川の南米料理屋だ。その店はとおりに面する側がガラス張りになっており店内の様子がくまなく見えるようになっている。そして店の前にはメニュー版と、本日の演奏者が示されている。ライブハウスと化すのは週末の金曜と土曜というのがこの店だ。

店内に入ると、南米の国の国旗、インコの大きな置物、「Latina」など中南米関係の雑誌、楽器などが飾り付けられている。各国各種の置物が散在していて、まさに中南米料理屋の名前に相応しい雰囲気を形作っている。そしてフォルクローレ、サルサなど中南米の音楽が勿論スペイン語で聞こえてくる。これまた中南米風の席に着くと、気になるのがメニューだ。メニューはスペイン語表示が先頭にあり、その後日本語訳と解説がある。この店のメニューはどちらかというと南米の料理が主体となっている。

店内を見渡すと客がちらほらいる。中高年風の女性２～３人は開店して間もない時間（18時30分、17時30分に開店し、演奏開始は19時30分）だがいることが多い。店員は2名おり、そのほかに料理を作る「マスター」と、店員のお目付け役的な「ママさん」が常駐している。

　演奏30分前になると、演奏者が続々と入ってくる。演奏者は先にいる客に挨拶をして、その客が常連客であれば挨拶に加え「来てくれたのーありがトー」と親しみを込めた言葉で会話を交わし、近況などを話している。そのような姿を何度か見かけているうちに演奏が始まる時間になってくる。

　演奏は3部構成で、1部は19時30分から20時まで、30分の休憩を挟み、2部は20時30分から21時まで、さらに休憩を挟んで、21時30分から22時までが3部となっている。

1部が始まる時間は人もまばらで、特に常連客（1人で来る客が多い）が座るカウンター席などには誰もいない状態である。

　演奏者は入ってくる私服の格好から着替え、ポンチョ風の衣装をまとい楽器を携えた「演奏者」へと変わる。常連客には再度会釈を交わし、舞台に上がる。まず聞こえてくるのが、フォルクローレの特徴となっている笛、ケーナの音である。その後アルマジロから作られた弦楽器チャランゴと、ギター、そして声の音が聞こえてくる。1曲～2曲を終えると、演奏者の自己紹介が始まる。まずはペルー出身の演奏者Rからスペイン語での挨拶。そしてアルゼンチン出身のSから英語の挨拶。そしてオチとして、ボリビア出身のリーダーLから日本語で挨拶が行われる。そこでの話しは近況、つまりNHKの番組に出演しただとか、メンバーが海外公演を行ったりするという内容である。

　その自己紹介、そして曲説明が終わると、1部残りの曲を説明しながら進めていく。フォルクローレの曲のなかにはリズムを取るものも多く、特定のリズムに合わせて手拍子を行ったりする。1部は客の入りが少ない、そして常連客があまりいないせいか、手拍子を行う客が少なく、盛り上がりに欠ける面がある。そのため、演奏者のLなどは「モット、手拍子、拍手、拍手ー」とジェスチャーを交えて手拍子をうながしたり、演奏者がリズムをとって先導する場面も見られる。各部とも5曲の構成になっており（基本的には、アンコール曲は除いて）、1部終了時に席が埋まっていくような感じである。客の中には常連客でも手拍子をあまり行わずに、じっくりと聞いている客や、初めてきたようなお客も見よう見まねで手拍子を行う客もいるが、基本的には常連客が手拍子、掛け声を行い、それに初めてくるお客などがまねをしているという感じである。

　1部が終わる20時頃には、常連客が店に入り始め、店内はにぎわってくる。初めてくる客、またあまりフォルクローレや店自体になじみのない客は、1部からいる場合は2部終了時には店内を出たり、カウンターでひっそりとお酒を飲んでいる場合が多い。ふと周りを見渡すと、客がお互いを知り合っている関係、つまり常連客同士のネットワークが出来上がっており、客同士が連れを紹介しあうなどという行為もいくつか目撃した。その休憩中において、演奏者は店内に現われ、各常連客に挨拶をしてまわる。各テーブルをまわり、近況を話したり、次のライブ場所などについての会話に花を咲かせている。

　そのような雰囲気になると、店内は最早知らない人同士の空間ではなく、既知の空間と未知の空間に分けられてくる。つまり、なじみのない客にとって、自分だけが違う空間に残された感覚を覚えることになる。そのため、馴染みのない客はきりのよい2部終了時（これがほぼすべての常連客が入った状態）に、家路につくことが多い、そしてそのような光景を今回だけではなく幾度か目にしている。ライブハウスというよりも、飲食店としての付加価値として生演奏などが加えられているので、客によってその志向が異なる。

　2部は客席も埋まってくるため雰囲気は1部と変わってくる。まずリクエスト曲などが入り、客の手拍子を誘うテンポのいい曲が演奏される。この手拍子は、リズムの変化によって叩き方が変わるため、まず聞いたことのない人は手拍子をすることはできない。多少フォルクローレを聞いたことがある人でも、カウンターで常連客が掛け声や、手拍子をするなか、4拍とって何拍子かということを数えて、手拍子をしたり、次第にずれていく自分の手拍子に首をかしげている客もいた。

　2部の数曲を終えると、また同じような休憩時間が展開される。1部後の休憩と同じように、演奏者はお客と話したり、もしくは控え室にいる。

　3部が始まると、客層も多少入れ替わる。中高年の女性は2部終了後に帰ることも多く、また食事目的の客も3部までとどまることはない（筆者が確認した限りでは）。その時間帯になると、外のとおりを歩く人の数も増え、奇異の目を向けるものや、興味をもって覗きにくる客もいるが、入り口でとまどいながら帰る客が大半である。その行動は特に演奏中によく見られる。

　3部には、1部、2部と同じように5曲を演奏終了後、アンコール曲、その店のテーマソングを替え歌として演奏を行う。多くの時に、誕生日を祝うバースデイソングなどという簡単な催し物もある。その月に誕生日がある人を祝うバースデイソングは、店内が一つとなって参加するイベントである。2部のリクエスト曲、そして3部のアンコール曲に必ず入るのが、「コンドルは飛んでいく」である。特になじみのない客で、フォルクローレを初めて聴く客や、カウンターに座らない常連客がリクエストすることが多い。アンコール曲に入る前に、「otra、otra」という掛け声が常連客から発せられることが多い。これはスペイン語での「アンコール」という呼びかけの仕方であり、カウンターに座る客などから発せられる。

　3部の後半においては、「ママさん」がサルサダンスを披露する場面も時には見られる。とにかく3部のなかで小さな催し物が開かれているといった感じが見受けられる。3部の演奏が終了すると、客の中には写真撮影を行うものもあらわれたり、次回演奏の宣伝を演奏者が行ったりする。

２－２．演奏空間の諸分析～ドラマトゥルギー～

２－２－１．行為

　

　上記の演奏風景の事例を元に、演奏空間の諸分析を行う。本節では、「行為」に注目して、分析を行う。

　まず演奏空間のドラマトゥルギーを分析するに当たり、さらに、用語に関して説明を行う。「演奏者」とは、演奏をする人のことを指し示している。フォルクローレの演奏空間においては、しばしば手拍子など聴衆の音楽への参加行為が見かけられるが、それは聴衆の行為として扱う。さらに「聴衆」という概念は、非常に曖昧なものであるが、さまざまな類型に分けられるものである。これに関しては本節でも述べていくことなので、ここでは省略するが、店員などもここでは「聴衆」として扱う。さらに「聴衆」というのはただ音楽を聴いている主体ではなく、時には音楽に参加し、もしくは音楽を聴かないという行為をする主体として扱う。つまり舞台に上がっていないものは「聴衆」として扱うこととして理解してもらいたい。

さて本節で扱う「行為」は演奏者、聴衆の両者から発生する行為を表している。この「行為」の例としてまず演奏者の「行為」に関して述べていきたいと思う。

①　演奏者の「行為」

演奏者の「行為」は非常に分かりやすいものだ。つまり、それは演奏をするということである。上記で述べた演奏風景から、演奏者の行為を分析していく。

演奏者は演奏をする際に、その行為に付加価値をつけていく。例えば南米の民族衣装を似せた舞台衣装をまとうことに関して、演奏者は以下のように考えている。

気持ちの問題ですね。ステージ上がったっていうような気持ち。

色を染めたような感じになる。なんかその気持ちが普段じゃならないわけね。

むこうらしいの衣装きるとそういう雰囲気になるし、お互いメンバーともみあってやってるね「いいねー」とか、そういう気持ち、雰囲気ね。そんなしなくてもいいんだけど、どうもそういう気持ちすてーじあがったらおっきく見えちゃう。ぼくは、みんないう、（ステージに上がると）顔かわるって。そういう気持ちに自然になっちゃう。

衣装は、プレゼンテーションとまとめるのあいでんぃてぃだとおもいます。だけどはっきりいうと衣装をきるとぼくはほんものだよじゃなくて、いまでもこのかっこうでも演奏やってもかわらないとおもいます。こころのおくはいっしょです。

衣装きると、少しは気分がでてくるわけです。日本人のフォルクローレのポンチョきるときはそういうきもちになってほしいですよね。責任もってなにをみせるか、派手な衣装とうまくない演奏というじゃなくて、バランスをとりながらいいと思います。

演奏者が民族衣装をまとって演奏しなければならないという決まりはない。演奏者は、彼ら自身がその音楽に対してある種の色をつける、さらに自分の演奏行為を高める効果を期待しているのだ。勿論民族衣装それ自体に他の衣服に比べてより意味のある記号的価値を含んでいる。

例えば演劇を例に出せば、衣服コードとは劇中の地位、性格などから衣装を解釈するための規則として論じられている。
演奏の中において、重要なのは演奏者が一体何者なのかというアイデンティティを呈示していくことである。何の音楽を演奏するのか？そして演奏空間に突如として現われた
演奏者が何者なのかということを、演奏以外でもサブコードとして伝えていかなければならない。そのため、衣服を民族衣装として呈示していくことは演奏空間の中で自らの存在を浮き出させる重要な要素となっている。

　さらに演奏者は聴衆との連関性を保たなければならない。今回扱った演奏空間はフォルクローレが最も演奏されやすい空間
であるが、コンサートのように聴衆の全てが聴取しているわけではない。つまり、演奏者は聴衆の気の引くような良い演奏を常に心がけているのだ。

　おわったらおつかれさまはプロじゃないですよ、なにが南米のミュージシャンと日本のミュージシャンが違うのはその情熱の心をつたえるわけですね　ぼくたちはてくにっくよりはハートを伝えることですよね。

さきいったことはお客さんはよろこんでくれる。ぼくたちのきもちわかってくれる、ほんとうにうれしいですよ。いろんなひょうげんあるんですけど、老人ホームでやるときはけーなにかんどうしてなみだながしてくれるときとかね、すごくうれしいですよね、いっぱんのすてーじもうれしいけど、そういう経験が大切

　あとはこういう店飲むやないですか、仕方ないねん、たまにしゃべっても、気楽にしていい。全然きにしない　音楽で勝負するから。どんどん聞いてくれるまで　首・・・がどんどんこーやって（ステージの方に向いてくる）。これが嬉しいのよ。若い人とかべらべらしゃべってでも　あーいいねっていったときとか。

まぁ毎日いろんなドラマあるわけ、たまにお客様くるの。こういう音楽全然聞きたくないの。そういうのは、すぐわかるわけ、やっぱりあのー結局とにかくわたしたち代表だからいつもよろしくお願いしますって感じ。

　フォルクローレの演奏者は常に、聴衆の聴取行為を求めている。それはフォルクローレの特色でもあり、その演奏空間の特徴でもあるだろう。聴衆との兼ね合い、時には聴衆への音楽参加を促す行為も見られる。それは前節の演奏風景で、演奏者が「モット、手拍子、拍手、拍手ー」と言い、手拍子を先導したりする場面を描いたが、これはよく見られる行為である。それでは次は聴衆の行為について述べていきたいと思う。

②聴衆の「行為」

　次に聴衆の「行為」に対して分析を行う。聴衆の「行為」は様々なものがある。いかに例を挙げて分析を行いたい。

（1） 手拍子

　フォルクローレの演奏においては、聴衆が音楽参加する場合がある。リズムに合わせて、手拍子を行うのであるが、聴衆によって異なっている。

　フォルクローレは曲によってリズムが異なり、また民俗音楽特有のリズムが多数存在

しているので、フォルクローレを知らない聴衆にとっては手拍子は難しい。

　手拍子を行う場合には、二つのパターンがある。一つは常連の客（以下「常連客」）が率先して手拍子を行うパターン。もう一つが、演奏者が手拍子を先導するパターンである。前者のパターンの行為は、自らが楽しみ、そして場を盛り上げる効果をもった行為といえるだろう。「常連客」は自信を持って手拍子を行い、時折演奏者と目配せをしながら音楽に聞き入っている様子を何度も見かけた。「常連客」の数が多いほど、その手拍子は支配的リズムとなり、全体の演奏空間に影響を与える。その手拍子に対して、演奏に聞き入るために手拍子を行わない常連客も中にはいる。また初めて来店した客や、まだフォルクローレに対して馴染みのない客（以下「ビギナー」）などは手拍子の行為が「常連客」と異なる。「常連客」の既知の行為である手拍子に対して、見よう見まねで手拍子を行ったり、拍子をとりながら手拍子を確認したり
音楽に参加する「ビギナー」もいれば、音楽にまったく参加をせず演奏空間を拒絶する人（以下「アウトサイダー」）も存在する。

　一方もう一つのパターンである演奏者が先導して手拍子を取るパターンであるが、これは演奏者が、聴衆の音楽参加を求めるパターンである。

　このように聴衆の手拍子は他の聴衆や演奏者にも影響を与え、演奏空間全体の雰囲気に影響するものである。

（２） 掛け声

　

聴衆は手拍子という音楽への参加行為の他に、さらに大きな参加行為を行う場合がある。それが掛け声である。掛け声は演奏中に行われる歌詞の中の部分からの聴衆参加と、非

演奏時間（曲と曲の合間）に行われる掛け声がある。

　まず前者の掛け声は、ある一定のフレーズを聴衆に歌わせるといったものである。

フレーズは「Fuego
」「Noche
」「Amigo
」と言った単語を復唱するといったことであるが、こちらは演奏者の「モット声出して～」という言葉が何度も繰り返されて聴衆の参加行為が導き出されている。後者の掛け声は「Salu」
いう言葉を指している。演奏空間が、ライブハウス兼飲食店という特徴から、一般のコンサートでは見られない空間演出の一つとして挙げられるだろう。

　「舞台装置」の項で詳しく述べるが、スペイン圏の文化を演出する「Salu」という言葉を「乾杯」の意味でここでは使用している。ただし「Salu」というのは南米文化圏で勿論「乾杯」の意をさすのであるが、一方で日常挨拶に使われる場合がある。「乾杯」という意で使われる「Salu」は言葉としては、スペイン語だが、文化としては非常に日本的なものといえるだろう。

（３） 客の類型

　

（１）でも述べたように手拍子や、掛け声の参加の様子から、聴衆をさらに区分することができる。まず「常連客」は、店や演奏者に馴染みがある「相互行為」が見られる。例はすでにあげているが、フォルクローレのリズムに対して自信をもって手拍子を行ったり、休憩中に演奏者と会話を交わしたり、「常連客」同士で挨拶を交わしたりなどといった「行為」がその代表的な例である。「常連客」の「行為」は場の雰囲気に大きな影響を与え、「常連客」の人数が多ければ多いほど、演奏者が演奏を行いやすい雰囲気へと変えていく。一方、「常連客」がまったくいなければ、演奏者はフォルクローレをまったく知らない聴衆を相手に演奏することになり、聴衆参加は難しいものとなる。聴衆のすべてが演奏を目当てにしてきていることではないため、それはより一層難しいものにしているとも言えるだろう。つまり「常連客」の存在は演奏者を支えるためになくてはならない存在であるのだ。

　そのため演奏空間において「常連客」は非常に大きな役割を背負っている。他の聴衆に比べ、その裏－局域を知り尽くしている。「常連客」はフォルクローレの演奏者として突如「聴衆」から「演奏者」に転換をしたり、飛び入りの参加をしたりする光景がよく見られるが、そのような「行為」の舞台裏を熟知しているため、それに戸惑ったりすることはない。つまりより裏－局域に近い「聴衆」であり、さらに「聴衆」であるが故に、他の「聴衆」にも大きな影響を与える存在である。

　さて「常連客」に対して、店への馴染みが少ない、もしくは南米料理屋に足を運ぶ経験がなく、フォルクローレの聴取経験もほとんどない客を「ビギナー」と定義したい。「ビギナー」は、フォルクローレに興味を持っているものや、南米料理屋で演奏を聞かせてくれる店ということに興味を持っているものなど様々な種類の「ビギナー」が存在する。フォルクローレに興味を持っている「ビギナー」は、それを異国情緒の音楽としてその異文化性を消費している。しかもそのような「ビギナー」は、演奏者が日本語で歌う歌や、オリジナルの曲などにあまり興味を示さず、ケーナの音を生かした「コンドルは飛んでいく」などの代表曲を聴くと満足をしたような様子を示す。さらには「ビギナー」の中には、手拍子や掛け声などの動作に戸惑う様子を示すものもいる。まったく未知の曲に対して、手拍子行うことは非常に難しく、演奏への参加行為という観点から考えると演奏を変えてしまいかねないのだ。手拍子や掛け声というのは、ある一定のリズム、または曲中において効果を上げるもので、常に行うものではないという暗黙の規則が存在している。「ビギナー」の聴衆は「常連客」の演奏参加は、消極的なものである。その「ビギナー」に大きな影響を与える「常連客」の行為は、「アウトサイダー」にとっては戸惑いをもたせるものとなる。

　「アウトサイダー」というのは、演奏空間へ嫌悪を持っている聴衆である。特に演奏そのものではなく、「常連客」の手拍子や、演奏空間の雰囲気に嫌悪感を持ち、食事を取ると直ぐにその演奏空間からの脱出を図ろうとするのだ。

２－２－２．舞台装置

　ゴフマンによれば、舞台装置とは以下のような定義によって述べられている。

　人間の行為の流れが、その前で、そのうちで、それに向かって演じられる背景や小道具となっている家具・装飾品・物理的配置・その他の背景になる品々を含める。ある舞台装置は、地形という観点から表現すれば所与であり、自分のパフォーマンスの一部としてある特定の舞台装置を使用とする人々は、適当な位置を占めるまでは行為を開始することができず、そこを去るときにはパフォーマンスを終息させなくてはならないのである。

　一般の飲食店は、席が区画によって分けられており、その点で他のグループとの関係が生まれることはない。しかし、ライブハウス兼飲食店の特徴は、区画によって分けられた客に関係が生まれる点にある。

　特に聴衆の手拍子や掛け声が演奏に良い雰囲気を与えるフォルクローレの演奏空間において、手拍子や掛け声によって、演奏者－聴衆の役割の関係が崩れる。聴衆の中には「常連客」のように、演奏者に転ずる。

　

　そしてこの演奏空間においては、中南米風の置物
が棚に並べられたり、ペルーやエクアドルといった名前の入った壁掛けなどで演出されている。料理のメニューは中南米料理などで、スペイン語の名前やポルトガル語の名前で書かれており雰囲気を出している。さらに、演奏空間の特徴としては、カウンター席や、カウンターに近い席付近は「常連客」が集まる場所として他の席とは分けられており、演奏の時間が経過していくと、「常連客」が集まる。

つまり、この演奏空間自体が舞台装置としての機能を果たしている。演奏が始まった時からではなく、演奏のない時間も、流れる中南米のBGMを聴きながら、中南米の料理を食べるというこの場所は、「ビギナー」にとっては異国文化に触れるという経験ができる空間なのだ。「ビギナー」はそのため安易にフォルクローレと中南米音楽というものを結び付けてしまう。つまり中南米という大きな括りで異国文化を消費しているのだ。舞台装置としての演奏空間は、フォルクローレと中南米という国を結びつける役割を果たしており、フォルクローレのイメージを作り出す力を持っている。

２－２－３．行為と空間の連関性　

　さて、上記で「行為」や「舞台装置」としての演奏空間について述べてきたが、演奏者や聴衆の「行為」は演奏空間にどのような影響を与えているのか、そして「舞台装置」として作用する演奏空間の雰囲気は演奏者や聴衆の「行為」にどのような影響を与えるのかということをまとめていきたいと思う。

　聴衆の「行為」の中でも特に「常連客」の「行為」は演奏空間に大きな影響を与えることは先でも述べた。「常連客」の「行為」は他の聴衆を先導する役割を担うと同時に、ある排他的な雰囲気を作る。その排他的な要素が大きいほど、演奏に興味のない聴衆を締め出し、演奏空間をより聴取させる雰囲気を作り出す演奏者の補助の役割も担っている。「ビギナー」の「行為」は、「常連客」の「行為」に追随していけば、演奏の雰囲気も盛り上がり、逆に戸惑いを覚えれば、聴衆の２極化を引き起こす。「アウトサイダー」は演奏の雰囲気の盛り上がりを妨げる要素として存在するが、それは「ビギナー」にとっては、雰囲気に入り込みすぎない、つまりその演奏空間内の局域行動を自分なりの立ち位置でコントロールするための指標となっている。「アウトサイダー」がいなければ、その演奏空間は、一つの世界と化して、外の世界と隔絶された状態になってしまう。「アウトサイダー」は、「ビギナー」において外の世界との結びつきを保つ唯一の存在なのだ。

　一方、演奏者の「行為」は聴衆に大きな影響を与える。演奏者はその演奏曲目にも気を使い「常連客」や「ビギナー」を満足させる演奏をさせなければならない。演奏者はケーナやサンポーニャ、そして独特のリズムや口笛などによってフォルクローレの魅力を伝えていく役割を果たしている。先にも述べたように、その「行為」を演出するための民族衣装を着て自らの「行為」に色をつけていっているのだ。

　一方演奏空間が、演奏者や聴衆に与える影響はどのようなものだろうか？演奏空間は固定化された「舞台装置」と、変動する場の雰囲気から成り立っている。固定化された「舞台装置」からは、聴衆に中南米風の演出を行い、それがあくまでも中南米を１括りとした粗い印象を与えるものであっても、聴衆の「行為」に、中南米という特色を付加する。ただ手拍子を行っているのではなく、中南米の音楽に参加している、もしくは中南米の音楽を異国文化のものとして新鮮に感じることができるというのも、演奏空間からの影響といえるだろう。さらに演奏者には、演奏にふさわしい状態を提供する。それは「舞台装置」から排出される雰囲気であり、その雰囲気にのって、フォルクローレらしい演奏を行う。

　つまり演奏者や聴衆の「行為」はお互いに影響を与える相互行為であると同時に、演奏空間からも影響を受けている。演奏空間も、演奏者や聴衆の「行為」に影響を受けながら、雰囲気を形成している。その様子は演奏空間のドラマトゥルギーとも言えるだろう。

　そのようなドラマトゥルギーの中でも、「コンドルが飛んでいく」をリクエストする客が、ある種のフォルクローレの演奏空間を特徴付ける行為として考えることができるかもしれない。

　本節で説明した演奏空間のドラマトゥルギーは勿論、すべての演奏空間を網羅したわけでなく、コンサートなどの演奏空間と異なる特殊なものである。しかし日本のフォルクローレ界を長年引っ張る演奏者が演奏する空間を分析することによって、現在演奏されているフォルクローレの姿とその演奏空間の特徴が見えてきた。フォルクローレのイメージは、このような演奏空間の積み重ねによっても生み出されているのだ。

　それは聴衆と演奏者という相互作用からアンデス音楽として演奏されなければいけない演奏空間が生み出されていると述べることができる。

　

２－３．聴衆のイメージ分析　～アンケート調査を中心にして～

２－３－１．アンケート調査の概要と結果

演奏者現在の聴衆意識を調べるために、2005年7月16日のロス・トレス・アミーゴス&大澤悟のコンサートにおいて、任意の聴衆のアンケート調査を行った。54名のアンケート結果をいかに表示する。





 EMBED Excel.Chart.8 \s [image: image1.wmf]年齢グラフ

0

5

10

15

20

25

10代以下

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

無回答

年齢

人数

系列1�



[image: image2.wmf]聴取体験

0

10

20

30

40

50

あり

なし

聴取体験の有無

人数

人数



[image: image3.wmf]聴くきっかけ

0

5

10

15

20

レコード・ＣＤ

生演奏

ＴＶ・ラジオ

友人のすすめ

その他

きっかけ

人数

人数（重複可）



[image: image4.wmf]フォルクローレのイメージ

0

5

10

15

20

25

30

35

アンデス音楽

音楽の1ジャンルp

民族音楽

民俗音楽

民俗伝承・文化

その他

無回答

イメージ

人数

人数（重複可）重複可）



[image: image5.wmf]好きな曲、浮かぶ曲

0

5

10

15

20

25

コンドルは飛ん

でいく

花祭り

灰色の瞳

無回答

好きな曲、浮かぶ曲

人数

人数（重複可）



[image: image6.emf]フォルクローレで連想される国、地域

0

5

10

15

20

25

30

35

ボリビア ペルー

アルゼンチン

チリ エクアドル その他南米の国南米 アンデス地方 南米以外

無回答

国、地域名

人数

人数（重複可）


　
[image: image7.wmf]使われている楽器類

0

10

20

30

40

50

ケーナ

サンポーニャ

チャランゴ

ボンボ

ギター

歌

その他

無回答

ケーナ

人数

人数（重複可）



[image: image8.wmf]演奏活動の有無

0

5

10

15

20

25

30

35

40

ある

ない

活動中

無回答

演奏活動経験

人数

人数


２－３－２．分析

(1)性別、年齢

性別と年齢に関してだが、男女比は特に言及しない。女性の方が多かったのは、アーティストが男性ユニット主体であるからかもしれない。年齢に関しては、全客層からみても平均年齢は高めであった。データから取られた平均年齢は45歳だが、年配のお客さんが多かった。これは、1にアーティストが長年日本で活動を行い、その固定ファンの客層ということもあるだろう。

（2）聴取体験ときっかけ

聴取体験はある聴衆が多かった。これも全客層をカバーしていないのでなんともいえないが、当日売りと、前売りの比率は、圧倒的に後者が多かった。当日売りの場合は、聴取体験がない場合が多かっただろう。これはデータをとっていないのでなんともいえない。

聞くきっかけに関しては、友人のすすめという形が一番多かった。フォルクローレが現在メディアに出ることは非常にまれで、このコンサートの放送も神奈川のケーブルTVの一部分でしか放送されないというものだった。民放で取り上げることは少ない。友人のすすめが多いということは、フォルクローレがある意味定着した形を見せていることに起因するだろう。

（3）フォルクローレのイメージ

フォルクローレのイメージはアンデス音楽というイメージが多かった。というのもこのコンサート自体アンデス音楽として宣伝しているせいもあるが、それ以上にアンデス音楽としての特徴との相関関係が高かった。これは後で述べる楽器のところで説明したい。

（４）好きな曲、思い浮かぶ曲

ここには非常に重要な要素が含まれている。ここで大きく2つ突出しているのは「コンドルは飛んでいく」と「花祭り」である。特に「コンドルは飛んでいく」は日本で演奏する際に確実に演奏される曲であるが、南米のフォルクローレ奏者にとっては忌み嫌う曲となっている。例えば雑誌「Latina」の記事では以下のように描かれている。

この曲がアンデス･フォルクロ－レの代表と目されていることや、その再演を求める強い要求は、オリジナル音楽を目指すボリビア人アーティストの面々を戸惑わせているようだ。・・・中略・・・コンドルは飛んでいくはおそらくこれからも、世界中で「フォルクローレ」の代表として、再演され続けるだろう。

さらに筆者が演奏者へのインタビューを行った際にも同じようなことが述べられた。

日本のアンコールの曲は、知ってる曲が多いね。花祭りやって欲しいとか。なんていうのかなできれば知ってる曲がききたい（という気持ちがある）。

「コンドルは飛んでいく」はまさに日本のフォルクローレにおいて無くてはならない存在なのである。そのような固定イメージを再演し続けねばいけない葛藤は一部の聴衆のみならず演奏者ももっているのだ。

（５）フォルクローレで思い浮かぶ国、地域名　

ここでも重要な部分を占めているのが、ペルーを選択した人が多いのと、次にボリビア、アルゼンチンと続くところだ。特に、ペルーとフォルクロ－レを結びつけるイメージが多い。ケーナやサンポーニャなどの笛が山岳地帯を連想させるのはアンケート調査
からも分かることだが、自然風景などの映像とケーナやサンポーニャなどの楽器の演奏を結びつけるCM音楽の流行以後の徴候であるとも仮説をたてられるだろう。そのようなCM音楽によって脚光を浴びることになるクラシック音楽などは、小川
や渡辺
が論じている。フォルクローレも、その土地的特徴からイージーレスニングによく使われたりする。

そのような商業主義的な面と、アンデス・フォルクローレの定着がこのアンケート調査から垣間見ることができるだろう。

（６）使われている楽器、演奏活動の有無

使われているイメージのある楽器で一番多いのがケーナである。歌のみを選択するという人は非常に少なく、コンフントのイメージが強い。しかしこのコンサートはチャランゴのセッションと評されたコンサートで、全体的にギター、ボンボ、チャランゴ、歌ですすめられていて、ケーナが登場するのは、第2部のはじめと、アンコール曲のコンドルは「飛んでいく」と、「花祭り」だけであった。ここにおいてアンデス・フォルクローレブームの大きな要因となったケーナが登場するということは、日本においてフォルクローレとケーナの結びつきがいかに強いかということをあらわしている。

（７）フォルクローレの魅力

　フォルクローレの魅力というアンケートの自由解答欄は本論文の付録に添付をしているのだが、アンケートを受けた多くの人が、「心」に響く音楽としてその魅力を語っている。

また、素朴さや明るさというのはその曲の印象として二つの類型があるといってもよいだろう。主に演奏されているのはインディオの哀歌として親しまれた曲や、ボリビアの民俗音楽をベースとした曲である。前者はその類型に当てはめると、素朴さや哀しさ、寂しさを表現した曲であり、後者は明るさや朗らかさを表現し、リズミカルな曲である。注目すべき点は「心」に響く音楽としてのフォルクローレである。演奏者も過去の演奏で、フォルクローレのその魅力について以下のように語っている。

特にフォルクローレの医学的に脳波にすごくいいらしいの。ちゃんとした先生の医学的なお話なんだけど、いろんな音楽で研究したみたいだけど、クラシック、ジャズとか、フォルクローレが一番気持ちいいだって！ぼくたち一時的に研究センターにいって、そのアンケート凄いよ、こんな素晴らしい音楽毎日聴いてますみたいな。いままでのぎらぎらしてたりとか、フォルクローレの音楽聞いたら、毎日最高―って。　

僕もそのせいでやめられないのかな。僕の奥さんもやっぱフォルクローレはいいわーっていうね。よく老人ホームとか障害者のところいくと、みんな踊ったりするとか、エンジンかけちゃうね。なんか、パワーだね。小田原の大学病院癌闘病センター　もうしんでもいいっていう、そういうアンケートくれたりね。やっぱりフォルクローレはすすめますね。宝物って感じだね。ひとつの生きがいになるね。

（8）今後のフォルクローレの展開

　フォルクローレの現状と今後の展開については、様々な意見が寄せられた。その意見はフォルクローレがメジャーになるのはよいが、そのスタイルを崩さないで欲しいとまとめることができるだろう。そのスタイルとは、小規模の演奏空間での演奏を行い、電子音をなるべく使わず、他のジャンルの曲と混ぜない演奏をするということである。フォルクローレをより土着のものとして、そしてアンデスの異国文化として、聴かれたいという意見も多くあった。フォルクローレはそのような意味でポピュラー音楽と対比させられるものとして、描かれているが、フォルクローレ自身が、土着の音楽をベースとしたまったく新しいポピュラー音楽であることを考えると、その違いは非常におもしろい。日本の客層の特徴については演奏者は、
以下のように述べている。

日本のお客さんは、なんていうのかな、みんなじゃないけど、狭いところあるんですね、ケーナやるとなんでそういう楽器含ませるの（他の楽器のことを指す）と、ぼくたちやると土臭い演奏ききたいというの、ピエもなし、マイクもなしみたいな　結構怒られるよ。

伝統主義的な傾向の強い日本のフォルクローレの聴衆から考えると、むしろフォルクローレが、そのような印象を抱かせることによって日本での存在を保ってきたとも言えるのではないだろうか？異国文化を消費するという観点で、その異文化性から共通点を見出す
というのが現在のフォルクローレの聴取の仕方なのかもしれない。

　２－３－３．小括

　本節で扱ったコンサートにおいての聴衆意識が、日本のフォルクローレのすべての聴衆の意識の縮図になっているわけではない。しかし、フォルクローレをめぐる様々な言説、そして歴史的受容過程と照らし合わせて考えると、伝統主義的傾向によってフォルクローレが日本においてアンデス音楽として定着していったのだ。フォルクローレは、さまざまに解釈されうる言葉だが、それが一つのアンデス音楽として定着していったことは、日本のコンテクストが大きく関係している。

　

３．まとめ　

３－１．フォルクローレの変遷とポピュラー音楽としてのまなざし
日本語における「ポピュラー音楽」はもともとの英語のpopular musicの訳である。山田
は「ポピュラー音楽」の定義を、大量複製技術を前提にとし、大量生産～流通～消費される商品として社会の中で機能する音楽であり、とりわけ、こうした大量複製技術の登場以降に確立された様式に則った音楽であるといったように定義をしている。

　もともと定義をするためには差異づけを行わなければいかず、なにがポピュラー音楽で、なにがポピュラー音楽でないかということを厳密に論じることは難しい。ポピュラー音楽と対峙する形で、民族音楽が論じられることもあれば、単に流行歌を指す場合もある。

　フォルクローレは時代の流れとともに変容してきた音楽である。その「本質」は音楽と呼ぶことのできないものだったのかもしれない。日常生活としての歌、フォルクローレは中南米における日常生活を表していたのだ。

社会の近代化に伴い、メディアで取り上げられるようになる。そのような国内レーベルの動きだけではなく、世界のレーベルが新しい音楽、異国情緒あふれる音楽を発見して、紹介していこうという
ワールドミュージック現象のさきがけとしてアメリカに最も近く文化的な差異と魅力と神秘性を持ち合わせた南米の音楽フォルクローレが注目されるようになった。そのような状況の中で紹介されるフォルクローレは、土地に根付いた民俗音楽ではなかった。アルゼンチン・フォルクローレのように民族性を歌ったものであったり、アンデス・フォルクローレのようにその土地の特色を音楽に取り入れたり、土着の音楽からポピュラー音楽の様式へと転化させるという動きが起きた。日本におけるフォルクローレはその最たる例であり、ペルーの「スタイル」かボリビアの「スタイル」かというスタイルにすべての注目は集まっている。そこに歴史的な背景が垣間見れることを異国情緒というサブコードを見出し、その「スタイル」を模倣していく、まさにポピュラー音楽としての特徴といえるのではないだろうか？

そのようなフォルクローレの受容過程は、行き着いた先がアンデス音楽としてのフォルクローレという解釈系にある。それは1章で述べてきた、マクロな流れとして、フォルクローレがアルゼンチン・フォルクローレとして紹介され、アンデス音楽へとその受容過程は変更していった。

　民俗音楽から民族音楽としてメディアに登場することによってフォルクローレはすでにその時点からポピュラー音楽として売り出すことになってしまったのだ。しかしそれでは、なぜ現在の聴衆はポピュラー音楽というよりも、アンデス音楽といういわば民族音楽としての認識が強いのだろうか？

　それはワールドミュージック現象から見て考えられる。輪島の論文
では、日本においては、「ルーツ」を志向するワールドミュージック言説において、まさに欲望された「自分の足場」としての「日本的なもの」を見出そうとして、沖縄やアジアを他者化しようというワールドミュージックにおいて過剰な評価となったと述べている。フォルクローレにおいて、人々が郷愁や哀愁といった魅力を挙げるのは、まさに古きよき「日本的」なものに対する回帰を願おうとしているのかもしれない。

さらに民族音楽とは民族性を売りにしたポピュラー音楽と呼べるかもしれない。つまりただその土地の民族のような格好をして、民俗楽器を使って演奏する行為、これは初期のフォルクローレ・ブームからも察することができる面である。スタイルとしての民族音楽、流行って欲しいけど変わって欲しくない、これはある意味日本的なものを逆に投影しているからかもしれない。

　
３－２．アンデス音楽としてのフォルクローレ
　フォルクローレとは、ワールドミュージック・ブームの1980年代後半に比べ、遥かに先駆けて異国の音楽として受容された音楽である。勿論聴取していた人口は少ないものの、主体的なアマチュアバンドの活動によって、日本である形、すなわちアンデス音楽として受容され定着していった。その過程には、アルゼンチン・フォルクローレからアンデス・フォルクローレという大きな変遷があり、テレビなどのメディアの発達によって定着して言ったのだ。

　そのイメージの消費、生産過程には、演奏空間という存在があった。演奏空間では、演奏者と聴衆の相互作用によって演奏の雰囲気が生み出されていた。ただ相互作用するだけではなく、そこには「コンドルは飛んでいく」などフォルクローレにある一つのイメージを付与する曲の再演がなされていた。そのような再演において、演奏者は再演しなければいけないという縛りを受けて、演奏する。それがアンデス音楽のフォルクローレとしての言説なのではないだろうか？
　本論文においては、フォルクローレを事例として、その大きな変遷と定着過程、さらには局所的な演奏状況を詳しく述べていった。ある一つの音楽（それは多様に解釈されうる表象と述べることができるだろう）が、一つのコンテクスト、日本というコンテクストにおいて、アンデス音楽として定着していったのだ。「音楽に国境がない」という言葉があるが、果してそうだろうか？ある一つの表象として定着していった音楽は、それはある種一つの言説として機能していくことになる。そのように機能していく時その音楽は、固定化されたイメージとの葛藤に悩まされていくだろう。聴衆や演奏者が織り成す演奏空間によって、そのイメージは再演され続けていくのだ。
４．研究の限界と、今後の方向性に関して

研究の限界として、１章においてフォルクローレの言説の歴史的過程を分析するものであったのにもかかわらず、その歴史的時代背景をどこまで描くことができたのかということだ。

本論文では最終的に「フォルクローレ」を対象とすることで、日本の社会的変遷（それは音楽的状況にしろ、日本人の「好み」という曖昧な概念）を描くことができなった。その理由として挙げられるのは、社会的背景や、国際社会学的なコンテキストの知識が浅かったことや、他の音楽をめぐる言説との相対距離が測れなかったことにある。
さらに2章の分析がやや単独的なものとなり、論文としては1章だけの方が首尾一貫性があったのではないか？という問題点もはらんでいる。しかしそれは私の力不足であり、そもそも実地調査と、文献調査といった形で、実践と理論をいかに結びつけるかという研究こそ重要な研究であり、そのバランスのとり方と、さらなる洗練は今後の課題としたい。

今後の方向性としては二つ述べることができると思う。一つは、「ワールドミュージック」と呼ばれるカテゴリーに関する分析である。フォルクローレなどは主体的に、オリエンタリズム的なまなざしを内包していく点で、後に「発見」され、受動的に紹介されるものと異なっている点から、そのカテゴリーの歴史的変遷を描けるのではないかということを一つの方向性として定めた。

しかし、私の関心は、フォルクローレに焦点を合わせ、本論文の内容を生かしつつ、路上演奏者の分析を行いと考えている。アンデス音楽の路上演奏者は、今回対象としたアーティストとはまったく違う位相に属している。ここでの問題意識は、彼らを移民研究的な視点で捉えるのではなく、push-pull要因に還元されない、「空間の変容」ということをキーワードに分析していきたいと思う。この空間研究はポストモダン以降の地理学の分野で盛んになり、現在では空間をめぐる言説が重要視されている。「路上」という演奏空間がいかなる身体によって経験されているか？さらには路上演奏者が日本に来て演奏するということを空間変容の事例として分析できないのかと考えている。これを一つの方向性として研究を進めていきたいと思う。
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６．資料

『フォルクローレに関するアンケート』2005年7月16日　

私は慶應義塾大学で社会学を専攻しております学生です。私は卒業論文で『日本におけるフォルクローレ』というテーマで、フォルクローレを対象として社会学の観点から研究を行っております。今回は、『フォルクローレ』に関して、お聞きしたいことがあるので、下記のアンケートにご協力していただければ幸いです。なおこのアンケートは卒業論文の参考にさせていただきますのでご理解、ご協力の方何卒よろしくお願いします。

アンケートへの記入は☐にチェックする形と、自由に書いていただくようになっておりまして、表、裏の12項目あります。演奏終了後に入り口で回収いたします。

１．あなたのご年齢、性別は？

☐男性　☐女性

☐10代以下　☐20代　☐30代　☐40代　☐50代　☐60代　☐70代以上

２．『フォルクローレ』の演奏をいままで聞いたことはありますか？

☐ある　☐ない　

３．２の「ある」と答えた方へ　いつ頃から聞き始めましたか？　またきっかけは？

・（　　）年前くらいから　　

・きっかけ

☐友人のすすめ、知り合いの演奏　☐レコードやCDで聞いた　☐ストリートバンドの演奏　☐コンサートなどの演奏　☐南米料理屋やライブハウスでの演奏　☐TVやラジオ

☐雑誌、新聞　☐その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

４．あなたの『フォルクローレ』のイメージをお聞かせ下さい。

☐民俗伝承、文化　☐　音楽の1ジャンル　☐民俗音楽　☐民族音楽　

☐アンデス地方の音楽☐

その他[　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

５．『フォルクローレ』と呼ばれる音楽を聴いてどのように感じますか？またどのような

印象を受けますか？ご意見があればお聞かせいただければと思います。

例：　懐かしい感じ、　陽気な感じなど

[　　　　　　　　　　　　　　]

裏面の項目にもご意見をいただければと思います。➜裏面へ

６．今後のフォルクローレはどのように演奏されていくと思いますか？またどのように演奏されて欲しいと思いますか？さらに、TVやラジオなどのメディアで紹介されることに関してどのような印象を抱きますか？ご意見があればお聞かせいただければと思います。

[　　　　　　　　　　]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７．『フォルクローレ』の演奏で思い浮かぶ曲、好きな曲はどのようなものがありますか？

複数ある方は複数回答していただければ幸いです。

[　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８．『フォルクローレ』の音楽といえばどのような楽器で演奏されるものだと思いますか？

複数回答していただいてもかまいません。

☐ケーナ　☐サンポーニャ　☐ボンボ　☐チャランゴ　☐ギター（アコースティック）

☐歌（声）☐その他［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

９．あなたが『フォルクローレ』と言われて連想される国、地域はどこですか？複数回答していただいても構いません。

[　　　　　　　　　　　　　　]

１０．『フォルクローレ』奏者で好きなアーティスト（バンド）はどなたですか（日本に限らず）複数いれば、複数回答していただければ幸いです。

［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１１．あなた自身『フォルクローレ』に関する音楽を演奏したことがありますか？

☐はい　☐いいえ　☐現在、演奏活動をしている

１２．『フォルクローレ』の魅力はどこにあると思いますか？

[　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。何かご意見、ご感想があれば、t02757th@sfc.keio.ac.jpまでメールをよろしくお願いします。

慶應義塾大学　環境情報学部4年　姫野　貴之

『フォルクローレに関するアンケート』自由記述欄回答

６．今後のフォルクローレはどのように演奏されていくと思いますか？またどのように演奏されて欲しいと思いますか？さらに、TVやラジオなどのメディアで紹介されることに関してどのような印象を抱きますか？ご意見があればお聞かせいただければと思います。

・多くの人に知って欲しい、多くの人が聴く機会を増やす為に露出場面を多くしてもらいたい

・アレンジされたものでなく、できるだけ正統派のものを演奏して欲しい、商業的にながされて欲しくない

・TVやラジオで紹介されたくさんの人に知ってもらえるのはいいと思う

・もっとメジャーに名って欲しい

・世界の音楽として楽しめばいいと思います

・日本における南米出身者の増加に伴い、今よりはメジャーになるだろうけど、基本的に現状と同じでは？

・今のフォルクローレは今流にアレンジされている　アンデスの音楽といいながら

・聴きたい人がたくさんいるのなら、どんどん紹介されてよい

・小さなホール、ライブハウスなどのライブで演奏されて欲しい

・少しずつ他のジャンルのものと融合しながら演奏されていくと思います

・音楽の一ジャンルとしてもっと取り上げて欲しい

・レストランでのライブ

・CMやラジオなどで、使われればもっとメジャーな存在になると思います

・南米音楽をもっともっと多くの人にアピールして欲しい

・メディアで、コンサートで、そして街角で聞けると良い

・CMのバック等でサンポーニャの音を聴く事が多くなったのでこのまま増えていくのではないかと思います。自然な形で音楽が耳に入っていって広まってゆけばいいなと思います

・アレンジされ、他と融合していく

・「コンドル」など有名な曲しか流れていませんね

・TVより音楽としてラジオなどで使われて欲しい

・南米の結びつきより、自然風景のバックミュージックとして活用される気がする

・生の演奏が増えて欲しい

・アルゼンチンタンゴのように1つのジャンルとして聴かれていくと思う。メディアについはいいんじゃない？

・心の琴線に触れる音色なのでメディアでは、バックミュージックとして取り入れられることが効果的だと思う

・幅広く音楽の中を拡大すべきと思う、多くの音楽との融合はよい

・愛好家の間で演奏して欲しい

・電子音楽の入った音楽スタイルが増えそうだが、本来のスタイルが望ましい

１２．『フォルクローレ』の魅力はどこにあると思いますか？

・土のにおいがして心がやすまる

・安らぐリズム　

・ケーナの響きとチャランゴ、ギターのリズム　

・独特の音色が織り成す空気感、浮遊感　

・高地、乾いた土地に人々が集う雰囲気を持つ　　

・哀愁、故郷への郷愁

・ハートに感じる、身近に感じる

・コマーシャリズムに毒されていない

・聞いても、演奏しても楽しい

・日本人の感じにある

・昔ながらのインディオの曲が好きです

・淋しさ聞きやすい

・心に響く懐かしさ

・明るさ、朗らかさ

・心を穏やかにする

・リズム、音色

・年齢問わず聴いてて共感できそうなところ

・透き通るような音色に心が洗われる

・一度聴くとやみつきになる

・身体が自然にリズムをとってしまうところ

・心をなぐさめる

・自然な感じ

・変わらないところ

・素朴なところ

・遠い昔のDNA

・素朴さ、音色

・魂が揺さぶられる

�   浜田滋郎『エル・フォルクローレ』晶文社　1980　14、15項、尚下線部は筆者強調


�   同書　23項


�  「フォルクローレって何」� HYPERLINK "http://www.scn-net.ne.jp/~mog/folklore/folklore.htm" �http://www.scn-net.ne.jp/~mog/folklore/folklore.htm�


参照


�   これに関しては様々な意見がある。浜田滋郎は『エル・フォルクローレ』245頁において、リコーダー型に定着したのは、ヨーロッパ人が入ってからの産物として定義している。しかし管楽器の起源は、古代まで遡ることができる。


�　 民族誌と訳される


�　 浜田滋郎,1980『エル・フォルクローレ』


�   青木芳夫、1999、『ペルー・アンデスのフォルクロ－レ』、奈良大学紀要第27号、47-66


�   黒沼ユリ子、1979、『フォルクローレの力』世界第401号、331-333


�   E・ゴッフマン『行為と演技』石黒毅訳　誠信書房　1976


�  細川周平『サンバの国に演歌は流れる』中央公論社　1995


� 「音楽館　カンパーニャのページ　福岡稔小伝」 � HYPERLINK "http://www5.ocn.ne.jp/~fumande/fuku.html" ��　http://www5.ocn.ne.jp/~fumande/fuku.html�


� 「中南米音楽」45号　19


� 「中南米音楽」46号　19－20


� 「中南米音楽」142号　64－65


� 「中南米音楽」145号　64－65


� 「中南米音楽」146号　70－71


� 「中南米音楽」146号　71－72


� 「中南米音楽」211号　35


� 「中南米音楽」212号　45


� 「中南米音楽」239号　49‐51


� 「中南米音楽」246号　51


� 　インカ・トリオと名乗って当時の日本全国で好評を博した。「灰色の瞳」のヒットと伴い、フォルクローレの全盛を創ったグループの1つ


� 　幻の存在と呼ばれ、ケーナ教室を開いた　いまだに影響力がある


� 　ケーナを演奏する人　


� 　ケニストとしてケーナを広めた


� 　ボリビアから初来日のグループ楽団の編成も、ケーナ、チャランゴ、ギター、サンポ－ニャ、ボンボと、現代のグループと同じ


�　 3人グループ、メンバーは変わりつつもいまだに活動している。


� 「中南米音楽」193号　61‐65


� 「中南米音楽」238号


� 「中南米音楽」238号　63


� 「中南米音楽」235号　98


� 「中南米音楽」248号


� 　同号


� 「中南米音楽」253号  26～27


� 「中南米音楽」254号  47


� 「中南米音楽」254号  146


� 「中南米音楽」257号  33　パントーハ、ウニャの対談より


� 「中南米音楽」262号


� 「中南米音楽」258号  36


� 「中南米音楽」267号　32


� 「中南米音楽」272号　36～37


� 「中南米音楽」263号　36


� 「中南米音楽」271号　121


� 「中南米音楽」281号  50


� 「中南米音楽」276号  141


� 「中南米音楽」284号  94


� 「中南米音楽」294号  54


� 「中南米音楽」296号  46


� 「中南米音楽」319号　読者意見箱より


� 「中南米音楽」321号　読者意見箱より


� 「中南米音楽」323号　読者意見箱より


� 「中南米音楽」325号　読者意見箱より


� 「中南米音楽」327号　読者意見箱より


�  ケーナ奏者のこと


� 「中南米音楽」328号　読者意見箱より　


� 「中南米音楽」340号　読者意見箱より


� 「Latina」368号 


� 「Latina」370号  40


� 「Latina」346号  57


� 「Latina」346号　56


� 「Latina」346号　54


� 「中南米音楽」286号　35


�  ワールドミュージックにおいて、重要な要素を持つのは各国に伝わる楽器である。ヌエバ・カンシオン以降、社会運動としての歌、そしてボリビアの独特のリズムを歌に生かしたボーカル主体のネオ・フォルクローレなどが流行したが、それは他の音楽と差異を作りにくく、商業化されにくいものだったのだ。


�  過去フィールドワークから作成、主な場面は2005年9月16日のものである。


�  過去のインタビューから引用、2005年4月15日


�  過去のインタビューから引用、2005年9月16日


� 『演劇の記号論』63頁


�  ライブハウス兼飲食店なので、誰しもが演奏者を知っているわけではなく、なじみの客以外にとって未知の存在である。


�  日本の聴衆は電子音を嫌い、また民族音楽として認知されているフォルクローレの演奏空間はライブハウスなど電子音を極力控えた空間で演奏されることが多い。


�  過去のインタビューから引用、2005年9月16日


�  過去のインタビューから引用、2005年4月15日


�  リズムの変化によって、手拍子がずれていく「ビギナー」が多い


�  日本語では「火」の意


�  日本語では「夜」の意


�  日本語では「友達」の意


�  日本語では「乾杯」の意


�  その証拠に、「Salu」の際に、「乾杯」と叫ぶ客も見られる。スペイン圏の文化との交錯点とも捉えられるだろう。


�  E．ゴッフマン『行為と演技』25頁


�  オウムや楽器など


� 「Latina」2005年7月号95項


�  9月16日　リッキー・ロドリゲスへのインタビューより抜粋


�  末尾アンケート資料自由回答欄を参考にされたい


�  小川博司『音楽する社会』169頁


�  渡辺裕『聴衆の誕生』150頁


�  過去のインタビューから引用、2005年4月15日


�  過去のインタビューから引用、2005年9月16日


�  あくまでもアンデス音楽という立場を示しながら、その上で「音楽は人類共通」などという共通項を見出していこうということをさしている。つまり、アンデス音楽を変容させることなく、相対化した状態で、共通項を見出すことに魅力を感じているのだ。


�  東谷護編著『ポピュラー音楽へのまなざし』より山田晴道「ポピュラー音楽の複雑性」


�  ロジャーウィリアムス『小さな人々の大きな音楽』


�  輪島祐介「日本のワールドミュージック言説における文化ナショナリズム傾向」





PAGE  
2

_1189164321.xls
Graph3

		アンデス音楽

		音楽の1ジャンル

		民族音楽

		民俗音楽

		民俗伝承・文化

		その他

		無回答



人数（重複可）重複可）

イメージ

人数

フォルクローレのイメージ

30

8

10

8

11

3

1



Sheet1

		聴取経験 チョウシュケイケン		イメージ

		ある、５年前、友人・ライブハウスの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、レコード・ＣＤ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		聴取経験 チョウシュケイケン		人数 ニンズウ

		ある、ＴＶやラジオ		音楽の１ジャンル（フォルクローレとはあまり意識しない） オンガクイシキ		あり		44

		ある、7年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク		なし		9

		ある、35年前　レコードやＣＤ ネンマエ		その他 タ

		ある、2年前、友人のすすめ（地域のサークル） ネンマエユウジンチイキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル ミンゾクデンショウブンカオンガク

		ある、30年前、テレビ、レコード・ＣＤ、ストリートバンド、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		きっかけ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		ある、10年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		レコード・ＣＤ		7

		ある、5年前、弟・父のすすめ ネンマエオトウトチチ		音楽の１ジャンル オンガク		生演奏 ナマエンソウ		9

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク		ＴＶ・ラジオ		11

		ない		民俗音楽 ミンゾクオンガク		友人のすすめ ユウジン		17

		ある、2年前　友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗音楽 ミンゾクオンガク		その他 タ		4

		ある、7年前、友人のすすめ、ライブハウスでの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、10年前、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏 ネンマエエンソウ		音楽の1ジャンル オンガク		イメージ		人数（重複可）重複可） ニンズウチョウフクカジュウフクカ

		ある、25年前、加藤登紀子さんの灰色の瞳を聞いてから ネンマエカトウトキコハイイロヒトミキ		民俗伝承･文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		アンデス音楽 オンガク		30

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		音楽の1ジャンル オンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		音楽の1ジャンル オンガク		民族音楽 ミンゾクオンガク		10

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ		11

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		その他 タ		3

		ある、20年前、映画『卒業』を見て、サイモン＆ガーファンクルのレコードの『コンドルは飛んでいくからです。 ネンマエエイガソツギョウミト		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガク		無回答 ムカイトウ		1

		ない		民族伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ、街頭ライブ ネンマエユウジンガイトウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前から、南米の旅行で ネンマエナンベイリョコウ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、ストリートバンドの演奏 エンソウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ない

		ない		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、27年前、友人のすすめ（福岡稔さん） ネンマエユウジンフクオカミノル		アンデス地方の音楽、中南米の音楽 チホウオンガクチュウナンベイオンガク

		ある、1年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、23年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承、文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、40年前くらい、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前くらい、ストリートバンドの演奏、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウエンソウ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、2年前くらい、旅行先で聞いた ネンマエリョコウサキキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽、民族音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガクミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏、ＴＶやラジオ エンソウ		民族伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、３～４年前、ライブハウスの演奏 ネンマエエンソウ		民俗音楽、民族音楽 ミンゾクオンガクミンゾクオンガク

		ある、友人のすすめ、コンサートの演奏 ユウジンエンソウ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、40年前、コンサートの演奏、ＴＶやラジオ ネンマエエンソウ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、45年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族伝承・文化、民俗音楽、ファッション ミンゾクデンショウブンカミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、５・6年前、父が家で毎日聴いていたから ネンマエチチイエマイニチキ		特にない トク

		ある、40年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、半年前、夫のすすめ ハントシマエオット		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、30年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、1年前、その他 ネンマエタ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、33年前、コンサートの演奏（クリスティーナとウーゴ） ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、50年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、1年前、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、4年前、大学のサークル ネンマエダイガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク
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		楽器		好きなバンド		演奏活動をしているか

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ		ロス・トレス・アミーゴス		はい				使われている楽器 ツカガッキ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		ケーナ、ギター、チャランゴ、歌				いいえ				ケーナ		43

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌、りゃまの爪、				はい				サンポーニャ		24

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、ギター、歌、カホン、ロンロフ								チャランゴ		34

		ケーナ、ギター、歌		美声のスサーナ		いいえ				ボンボ		13

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、ギター、歌、チャフチャス、トヨス、オカリナ		パパ・サラ		いいえ				ギター		36

		ケーナ、ギター、歌		リッキーロドリゲス		いいえ				歌 ウタ		26

		ケーナ、チャランゴ、ギター、歌								その他 タ		11

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌、りゃまの爪、		ロス・トレス・アミーゴス		いいえ				無回答 ムカイトウ		6

						いいえ

		ケーナ				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター		リッキー＆カチョ		いいえ				演奏活動の有無 エンソウカツドウウム		人数 ニンズウ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・トレス・アミーゴス、カンタティ		はい				ある		12

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ				はい				ない		37

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター				はい				活動中 カツドウチュウ		2

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・カルカス、ロス・トレス・アミーゴス		はい				無回答 ムカイトウ		4

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、チャランゴ				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、歌、ボンボ				いいえ

		歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター		ロス・トレス・アミーゴス		いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、ギター		ロス･トレス・アミーゴス、大澤悟		いいえ

		チャランゴ、ギター、歌				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		カブール兄弟、カルカス		はい

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

				ＳＩＳＡＹ		現在演奏活動をしている

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・カルカス		はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		リッキー・ロドリゲス、ハザマセイジ		はい

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ◎、チャランゴ、ギター、カホン		クリスティーナとウーゴ		いいえ

		ケーナ、ギター				いいえ

		ケーナ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポ－ニャ、ボンボ		ルイスカルロス、ロス・トレス・アミーゴス		いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、アルパ		エル・コンドルカンキ、パントーハ、ウニャ・ラモス		はい

		ギター、歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター、歌				いいえ

						いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、マラカス		ロス・トレス・アミーゴス、		いいえ

		チャランゴ、ギター、歌				いいえ

						いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌				はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、カホン		悟、Bella Vientos（秋田）		いいえ

		ケーナ、歌、アルパ		マリア・テレサ・マルケス、メルセデス・ソーサ		いいえ

		ケーナ				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、歌		リッキー・ロドリゲス		はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、歌		ロス・カルカス、Sacambaya		現在演奏活動をしている
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_1204484997.xls
Graph1

		ケーナ

		サンポーニャ

		チャランゴ

		ボンボ

		ギター

		歌

		その他

		無回答



人数（重複可）

ケーナ

人数

使われている楽器類

43

24

34

13

36

26

11

6



Sheet1

		楽器		好きなバンド		演奏活動をしているか

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ		ロス・トレス・アミーゴス		はい				使われている楽器 ツカガッキ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		ケーナ、ギター、チャランゴ、歌				いいえ				ケーナ		43

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌、りゃまの爪、				はい				サンポーニャ		24

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、ギター、歌、カホン、ロンロフ								チャランゴ		34

		ケーナ、ギター、歌		美声のスサーナ		いいえ				ボンボ		13

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、ギター、歌、チャフチャス、トヨス、オカリナ		パパ・サラ		いいえ				ギター		36

		ケーナ、ギター、歌		リッキーロドリゲス		いいえ				歌 ウタ		26

		ケーナ、チャランゴ、ギター、歌								その他 タ		11

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌、りゃまの爪、		ロス・トレス・アミーゴス		いいえ				無回答 ムカイトウ		6

						いいえ

		ケーナ				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター		リッキー＆カチョ		いいえ				演奏活動の有無 エンソウカツドウウム		人数 ニンズウ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・トレス・アミーゴス、カンタティ		はい				ある		12

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ				はい				ない		37

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター				はい				活動中 カツドウチュウ		2

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・カルカス、ロス・トレス・アミーゴス		はい				無回答 ムカイトウ		4

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、チャランゴ				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、歌、ボンボ				いいえ

		歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、チャランゴ、ギター		ロス・トレス・アミーゴス		いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、ギター		ロス･トレス・アミーゴス、大澤悟		いいえ

		チャランゴ、ギター、歌				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		カブール兄弟、カルカス		はい

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

				ＳＩＳＡＹ		現在演奏活動をしている

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		ロス・カルカス		はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌		リッキー・ロドリゲス、ハザマセイジ		はい

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ◎、チャランゴ、ギター、カホン		クリスティーナとウーゴ		いいえ

		ケーナ、ギター				いいえ

		ケーナ、ギター				いいえ

		ケーナ、サンポ－ニャ、ボンボ		ルイスカルロス、ロス・トレス・アミーゴス		いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、アルパ		エル・コンドルカンキ、パントーハ、ウニャ・ラモス		はい

		ギター、歌				いいえ

		ケーナ、チャランゴ、ギター、歌				いいえ

						いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、マラカス		ロス・トレス・アミーゴス、		いいえ

		チャランゴ、ギター、歌				いいえ

						いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌				はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、ギター、歌、カホン		悟、Bella Vientos（秋田）		いいえ

		ケーナ、歌、アルパ		マリア・テレサ・マルケス、メルセデス・ソーサ		いいえ

		ケーナ				いいえ

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、歌		リッキー・ロドリゲス		はい

		ケーナ、サンポーニャ、ボンボ、チャランゴ、歌		ロス・カルカス、Sacambaya		現在演奏活動をしている
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Graph1

		ボリビア

		ペルー

		アルゼンチン

		チリ

		エクアドル

		その他南米の国

		南米

		アンデス地方

		南米以外

		無回答



人数（重複可）

国、地域名

人数

フォルクローレで連想される国、地域

22

32

12

5

3

6

8

11

2

4



Sheet1

		好きな曲		連想される国

				ボリビア

				ペルー、ボリビア				好きな曲（主なもののみ） スキョクシュ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		コンドルは飛んでいく、花祭り、ウルバンバ		ペルー、ボリビア				コンドルは飛んでいく ト		21

		君の影になりたい、トゥクマンの月、水辺の花		ペルー、ボリビア、ベネズエラ、チリ				花祭り ハナマツ		10

		コンドルは飛んでいく、花祭り		アンデス地方				灰色の瞳 ハイイロヒトミ		2

		コンドルは飛んでいく、花祭り、アンデスの祭り		アンデス地方				無回答 ムカイトウ		19

		コンドルは飛んでいく		アンデス地方

		コンドルは飛んでいく、花祭り		チリ、アルゼンチン				連想される国、地域 レンソウクニチイキ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		Felixiasdiaz		ペルー、ボリビア				ボリビア		22

				スイス、メキシコ、アルゼンチン、ペルー、ボリビア				ペルー		32

				南米				アルゼンチン		12

		コンドルは飛んでいく		ペルー				チリ		5

				ボリビア、ペルー				エクアドル		3

		コンドルは飛んでいく、花祭り、出会い、ゆり		南米、ボリビア、ペルー				その他南米の国 タナンベイクニ		6

		コンドルは飛んでいく		ペルー				南米 ナンベイ		8

		クティムイ		ボリビア、ペルー				アンデス地方 チホウ		11

		コンドルは飛んでいく、花祭り		ペルー				南米以外 ナンベイイガイ		2

		コンドルは飛んでいく、灰色の瞳（他いい曲はあるが思い出せない）		アンデス地方				無回答 ムカイトウ		4

				ペルー、アンデス地方

				アンデス地方、ペルー、アルゼンチン

		コンドルは飛んでいく、花祭り		南米、アンデス地方、アイルランド民謡、ジプシー チホウ

				アンデス地方、ペルー

		コンドルは飛んでいく		ボリビア、ペルー

		コンドルは飛んでいく		ペルー、アンデス

		コンドルは飛んでいく

				インド、ブラジル

				ボリビア、ペルー、アルゼンチン

		いっぱいありすぎて・・・・		ボリビア、ペルー、アルゼンチン、エクアドル、メキシコ・・・

				チリ、アルゼンチン、ペルー

				エクアドル、ボリビア、ペルー、アルゼンチン

		コンドルは飛んでいく、Llorand se fue、ボリビア		ボリビア、ペルー、エクアドル

		美しい花		ボリビア、ペルー、アルゼンチン、チリ、コロンビア

		コンドルは飛んでいく		ボリビア、ペルー、チリ

		花祭り		中南米

				ペルー、アルゼンチンはイメージが違う

		コンドルは飛んでいく		南米、山の方

		コンドルは飛んでいく、花祭り		ボリビア、ペルー、南米

		コーヒーバンバ、灰色の瞳、ネグリータ、フィエスタ・アイマラ、エル・アリア、チョグイ鳥、サバーリ、イホデルソル		ペルー、ボリビア、アルゼンチン、チリ、パラグアイ他

		コンドルは飛んでいく		南米

				南米

		喜びの歌		ペルー、ボリビア、アルゼンチン

				ペルー

		灰色の月		ペルー

				ボリビア、ペルー、チリ、エクアドル、ウルグアイ、パラグアイ、アルゼンチン

		El dia que me quieras		アンデス地方

		Wayayay、Encuentaros、コンドルは飛んでいく、ウマウケアーニョ		アンデス地方

		ア・ミィ・ククイ、エル・ウマウケーニョ、パイサヘ・デ・カゾマリヤ		パラグアイ、ペルー、アルゼンチン

		花祭り		アンデス地方

		コンドルは飛んでいく		ぺルー、ボリビア

		Desideratum a la tierra、Fin del mund		ペルー、ボリビア
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_1189164359.xls
Graph1

		コンドルは飛んでいく

		花祭り

		灰色の瞳

		無回答



人数（重複可）

好きな曲、浮かぶ曲

人数

好きな曲、浮かぶ曲

21

10

2

19



Sheet1

		好きな曲		連想される国

				ボリビア

				ペルー、ボリビア				好きな曲（主なもののみ） スキョクシュ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		コンドルは飛んでいく、花祭り、ウルバンバ		ペルー、ボリビア				コンドルは飛んでいく ト		21

		君の影になりたい、トゥクマンの月、水辺の花		ペルー、ボリビア、ベネズエラ、チリ				花祭り ハナマツ		10

		コンドルは飛んでいく、花祭り		アンデス地方				灰色の瞳 ハイイロヒトミ		2

		コンドルは飛んでいく、花祭り、アンデスの祭り		アンデス地方				無回答 ムカイトウ		19

		コンドルは飛んでいく		アンデス地方

		コンドルは飛んでいく、花祭り		チリ、アルゼンチン				連想される国、地域 レンソウクニチイキ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		Felixiasdiaz		ペルー、ボリビア				ボリビア		22

				スイス、メキシコ、アルゼンチン、ペルー、ボリビア				ペルー		32

				南米				チリ		5

		コンドルは飛んでいく		ペルー				エクアドル		3

				ボリビア、ペルー				その他南米の国 タナンベイクニ		6

		コンドルは飛んでいく、花祭り、出会い、ゆり		南米、ボリビア、ペルー				南米 ナンベイ		8

		コンドルは飛んでいく		ペルー				アンデス地方 チホウ		11

		クティムイ		ボリビア、ペルー				南米以外 ナンベイイガイ		2

		コンドルは飛んでいく、花祭り		ペルー				無回答 ムカイトウ		4

		コンドルは飛んでいく、灰色の瞳（他いい曲はあるが思い出せない）		アンデス地方

				ペルー、アンデス地方

				アンデス地方、ペルー、アルゼンチン

		コンドルは飛んでいく、花祭り		南米、アンデス地方、アイルランド民謡、ジプシー チホウ

				アンデス地方、ペルー

		コンドルは飛んでいく		ボリビア、ペルー

		コンドルは飛んでいく		ペルー、アンデス

		コンドルは飛んでいく

				インド、ブラジル

				ボリビア、ペルー、アルゼンチン

		いっぱいありすぎて・・・・		ボリビア、ペルー、アルゼンチン、エクアドル、メキシコ・・・

				チリ、アルゼンチン、ペルー

				エクアドル、ボリビア、ペルー、アルゼンチン

		コンドルは飛んでいく、Llorand se fue、ボリビア		ボリビア、ペルー、エクアドル

		美しい花		ボリビア、ペルー、アルゼンチン、チリ、コロンビア

		コンドルは飛んでいく		ボリビア、ペルー、チリ

		花祭り		中南米

				ペルー、アルゼンチンはイメージが違う

		コンドルは飛んでいく		南米、山の方

		コンドルは飛んでいく、花祭り		ボリビア、ペルー、南米

		コーヒーバンバ、灰色の瞳、ネグリータ、フィエスタ・アイマラ、エル・アリア、チョグイ鳥、サバーリ、イホデルソル		ペルー、ボリビア、アルゼンチン、チリ、パラグアイ他

		コンドルは飛んでいく		南米

				南米

		喜びの歌		ペルー、ボリビア、アルゼンチン

				ペルー

		灰色の月		ペルー

				ボリビア、ペルー、チリ、エクアドル、ウルグアイ、パラグアイ、アルゼンチン

		El dia que me quieras		アンデス地方

		Wayayay、Encuentaros、コンドルは飛んでいく、ウマウケアーニョ		アンデス地方

		ア・ミィ・ククイ、エル・ウマウケーニョ、パイサヘ・デ・カゾマリヤ		パラグアイ、ペルー、アルゼンチン

		花祭り		アンデス地方

		コンドルは飛んでいく		ぺルー、ボリビア

		Desideratum a la tierra、Fin del mund		ペルー、ボリビア
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Graph1

		あり

		なし



人数

聴取体験の有無

人数

聴取体験

44

9



Sheet1

		聴取経験 チョウシュケイケン		イメージ

		ある、５年前、友人・ライブハウスの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、レコード・ＣＤ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		聴取経験 チョウシュケイケン		人数 ニンズウ

		ある、ＴＶやラジオ		音楽の１ジャンル（フォルクローレとはあまり意識しない） オンガクイシキ		あり		44

		ある、7年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク		なし		9

		ある、35年前　レコードやＣＤ ネンマエ		その他 タ

		ある、2年前、友人のすすめ（地域のサークル） ネンマエユウジンチイキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル ミンゾクデンショウブンカオンガク

		ある、30年前、テレビ、レコード・ＣＤ、ストリートバンド、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		きっかけ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		ある、10年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		レコード・ＣＤ		7

		ある、5年前、弟・父のすすめ ネンマエオトウトチチ		音楽の１ジャンル オンガク		生演奏 ナマエンソウ		9

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク		ＴＶ・ラジオ		11

		ない		民俗音楽 ミンゾクオンガク		友人のすすめ ユウジン		17

		ある、2年前　友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗音楽 ミンゾクオンガク		その他 タ		4

		ある、7年前、友人のすすめ、ライブハウスでの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、10年前、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏 ネンマエエンソウ		音楽の1ジャンル オンガク		イメージ		人数（重複可）重複可） ニンズウチョウフクカジュウフクカ

		ある、25年前、加藤登紀子さんの灰色の瞳を聞いてから ネンマエカトウトキコハイイロヒトミキ		民俗伝承･文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		アンデス音楽 オンガク		30

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		音楽の1ジャンル オンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		音楽の1ジャンル オンガク		民族音楽 ミンゾクオンガク		10

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ		11

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		その他 タ		3

		ある、20年前、映画『卒業』を見て、サイモン＆ガーファンクルのレコードの『コンドルは飛んでいくからです。 ネンマエエイガソツギョウミト		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガク		無回答 ムカイトウ		1

		ない		民族伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ、街頭ライブ ネンマエユウジンガイトウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前から、南米の旅行で ネンマエナンベイリョコウ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、ストリートバンドの演奏 エンソウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ない

		ない		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、27年前、友人のすすめ（福岡稔さん） ネンマエユウジンフクオカミノル		アンデス地方の音楽、中南米の音楽 チホウオンガクチュウナンベイオンガク

		ある、1年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、23年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承、文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、40年前くらい、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前くらい、ストリートバンドの演奏、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウエンソウ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、2年前くらい、旅行先で聞いた ネンマエリョコウサキキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽、民族音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガクミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏、ＴＶやラジオ エンソウ		民族伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、３～４年前、ライブハウスの演奏 ネンマエエンソウ		民俗音楽、民族音楽 ミンゾクオンガクミンゾクオンガク

		ある、友人のすすめ、コンサートの演奏 ユウジンエンソウ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、40年前、コンサートの演奏、ＴＶやラジオ ネンマエエンソウ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、45年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族伝承・文化、民俗音楽、ファッション ミンゾクデンショウブンカミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、５・6年前、父が家で毎日聴いていたから ネンマエチチイエマイニチキ		特にない トク

		ある、40年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、半年前、夫のすすめ ハントシマエオット		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、30年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、1年前、その他 ネンマエタ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、33年前、コンサートの演奏（クリスティーナとウーゴ） ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、50年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、1年前、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、4年前、大学のサークル ネンマエダイガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク
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Sheet1

		聴取経験 チョウシュケイケン		イメージ

		ある、５年前、友人・ライブハウスの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、レコード・ＣＤ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		聴取経験 チョウシュケイケン		人数 ニンズウ

		ある、ＴＶやラジオ		音楽の１ジャンル（フォルクローレとはあまり意識しない） オンガクイシキ		あり		44

		ある、7年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク		なし		9

		ある、35年前　レコードやＣＤ ネンマエ		その他 タ

		ある、2年前、友人のすすめ（地域のサークル） ネンマエユウジンチイキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル ミンゾクデンショウブンカオンガク

		ある、30年前、テレビ、レコード・ＣＤ、ストリートバンド、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		きっかけ		人数（重複可） ニンズウチョウフクカ

		ある、10年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		レコード・ＣＤ		7

		ある、5年前、弟・父のすすめ ネンマエオトウトチチ		音楽の１ジャンル オンガク		生演奏 ナマエンソウ		9

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク		ＴＶ・ラジオ		11

		ない		民俗音楽 ミンゾクオンガク		友人のすすめ ユウジン		17

		ある、2年前　友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗音楽 ミンゾクオンガク		その他 タ		4

		ある、7年前、友人のすすめ、ライブハウスでの演奏 ネンマエユウジンエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、10年前、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏 ネンマエエンソウ		音楽の1ジャンル オンガク		イメージ		人数（重複可）重複可） ニンズウチョウフクカジュウフクカ

		ある、25年前、加藤登紀子さんの灰色の瞳を聞いてから ネンマエカトウトキコハイイロヒトミキ		民俗伝承･文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク		アンデス音楽 オンガク		30

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		音楽の1ジャンル オンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		音楽の1ジャンル オンガク		民族音楽 ミンゾクオンガク		10

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク		8

		ある、5年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ		11

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク		その他 タ		3

		ある、20年前、映画『卒業』を見て、サイモン＆ガーファンクルのレコードの『コンドルは飛んでいくからです。 ネンマエエイガソツギョウミト		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガク		無回答 ムカイトウ		1

		ない		民族伝承・文化、アンデス地方の音楽 ミンゾクデンショウブンカチホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ、街頭ライブ ネンマエユウジンガイトウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前から、南米の旅行で ネンマエナンベイリョコウ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、ストリートバンドの演奏 エンソウ		民俗音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ない

		ない		民俗伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、27年前、友人のすすめ（福岡稔さん） ネンマエユウジンフクオカミノル		アンデス地方の音楽、中南米の音楽 チホウオンガクチュウナンベイオンガク

		ある、1年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、23年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		民俗伝承、文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ある、40年前くらい、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、5年前くらい、ストリートバンドの演奏、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウエンソウ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、2年前くらい、旅行先で聞いた ネンマエリョコウサキキ		民俗伝承・文化、音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽、民族音楽 ミンゾクデンショウブンカオンガクチホウオンガクミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ストリートバンドの演奏、ＴＶやラジオ エンソウ		民族伝承・文化 ミンゾクデンショウブンカ

		ない		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、３～４年前、ライブハウスの演奏 ネンマエエンソウ		民俗音楽、民族音楽 ミンゾクオンガクミンゾクオンガク

		ある、友人のすすめ、コンサートの演奏 ユウジンエンソウ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、40年前、コンサートの演奏、ＴＶやラジオ ネンマエエンソウ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、レコード・ＣＤ、ＴＶやラジオ		民族音楽、アンデス地方の音楽 ミンゾクオンガクチホウオンガク

		ある、45年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族伝承・文化、民俗音楽、ファッション ミンゾクデンショウブンカミンゾクオンガク

		ない		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、５・6年前、父が家で毎日聴いていたから ネンマエチチイエマイニチキ		特にない トク

		ある、40年前、ＴＶやラジオ ネンマエ		民俗音楽 ミンゾクオンガク

		ある、半年前、夫のすすめ ハントシマエオット		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、30年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、1年前、その他 ネンマエタ		音楽の1ジャンル、アンデス地方の音楽 オンガクチホウオンガク

		ある、33年前、コンサートの演奏（クリスティーナとウーゴ） ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、50年前くらい、ＴＶやラジオ ネンマエ		民族音楽 ミンゾクオンガク

		ある、1年前、コンサートなどの演奏 ネンマエエンソウ		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、3年前、友人のすすめ ネンマエユウジン		アンデス地方の音楽 チホウオンガク

		ある、4年前、大学のサークル ネンマエダイガク		民俗音楽 ミンゾクオンガク
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